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支
援
事
業
を
実
施
し
ま
す
。
竣
工
は
２

０
０
５
年
７
月
末
、
開
設
は
同
年　

月
１０

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

□問
 

高
齢
者
福
祉
課
11
７
２
１
・
３
１
３

６

　

市
の
高
齢
社
会
総
合
計
画
で
、
地
域

の
見
守
り
（
支
え
合
い
）
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
活
動
拠
点
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ

て
い
る
「
（
仮
称
）
相
原
高
齢
者
在
宅

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
建
設
着
工
を
祝

う
会
」
が　

月　

日
に
建
設
地
（
相
原

１０

１４

町
３
１
７
４
番
地
）
で
、
市
と
地
元
の

特
定
非
営
利
活
動
法
人
相
原
や
ま
ゆ
り

会
と
の
合
同
で
、
寺
田
市
長
や
関
係
者

な
ど
が
出
席
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

建
物
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
２

階
建
て
、建
築
面
積
は
４
４
２
・　

㎡
、

６３

延
べ
床
面
積
は
５
９
９
・　

㎡
で
、
１

１９

階
に
は
食
堂
、
機
能
訓
練
室
、
浴
室
、

厨
房
、
談
話
・
溜
ま
り
場
コ
ー
ナ
ー
な

ど
、２
階
は
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、

多
目
的
室
な
ど
が
設
置
さ
れ
、
通
所
介

護
事
業
、
訪
問
介
護
事
業
、
居
宅
介
護

施設完成予想図

（
仮
称
）
相
原
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の

　

直
接
同
館
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
・
ホ
ー
ル

へ
お
い
で
下
さ
い
。

　

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
ア
ー
ト
」
の

美
術
館
「
ア
ー
ト
・
オ
ン
・
ザ
・
ネ
ッ

ト
展
」
の　

周
年
を
契
機
と
し
て
誕
生

１０

し
た
新
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
ネ
ッ
ト
ア
ー

ツ
・
オ
ル
グ
」
。
こ
れ
ま
で
の
軌
跡
と

２
０
０
４
年
度
の
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン

の
結
果
を
公
開
し
ま
す
。

○
会
期　
　

月　

日
〜　

月
６
日

１０

３０

１１

○
時
間　

午
後
１
時　

分
〜
４
時　

分

３０

３０

【
第
１
部
】
『
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
ネ

ッ
ト
ア
ー
ツ
・
オ
ル
グ
」
と
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
・
カ
ル
チ
ャ
ー
』

「
ネ
ッ
ト
ア
ー
ツ
・
オ
ル
グ
」
開
設
記

念
特
別
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　

『
ア
ー
ト
と

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
：
ハ
ッ
カ
ー
、
海
賊

放
送
、
そ
し
て
哲
学
者
た
ち
』

　

世
界
を
代
表
す
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・

小
説
家
で
あ
り
、
「
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
」

後
の
新
し
い
潮
流
「
Ａ
ｖ
ａ
ｎ
ｔ－

Ｐ

ｏ
ｐ
」
の
旗
手
で
も
あ
る
マ
ー
ク
・
ア

メ
リ
カ
（
米
国
）
と
、
高
名
な
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
で
あ
る
と

同
時
に
独
立
系
テ
レ
ビ
局
「
キ
ャ
ン
デ

ィ
ダ
Ｔ
Ｖ
」
の
メ
ン
バ
ー
で
も
あ
る
ア

グ
ネ
ス
・
ト
ロ
ッ
チ
（
イ
タ
リ
ア
）
を

招
い
て
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
カ
ル
チ
ャ

ー
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
ア
ー
ト
に
つ

い
て
の
講
演
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
パ

ネ
ル
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
開
催
し

ま
す
。

○
日
時　
　

月
７
日
午
後
１
時　

分
〜

１１

３０

４
時　

分
３０

【
第
２
部
】
『
第
２
回
学
生
メ
デ
ィ

ア
・
ア
ー
ト
展
』

　

国
内
の
大
学
・
大
学
院
の
学
生
の
方

々
が
制
作
し
た
最
先
端
の
メ
デ
ィ
ア
・

ア
ー
ト
作
品
の
数
々
を
ご
紹
介
し
ま

す
。

○
会
期　
　

月　

日
〜　

日

１１

１６

２８

○
時
間　

午
前　

時
〜
午
後
４
時　

分

１０

３０

○
参
加
予
定
大
学
（　

音
順
）

５０

桜
美
林
大
学
／
九
州
大
学
芸
術
工
学
研

究
院
／
尚
美
学
園
大
学
／
女
子
美
術
大

学
／
東
京
工
科
大
学
／
東
京
工
芸
大
学

／
東
京
造
形
大
学
／
東
北
芸
術
工
科
大

学
／
武
蔵
野
美
術
大
学
／
Ｉ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｓ

第
２
回
学
生
メ
デ
ィ
ア
・
ア
ー
ト
展
記

念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
学
生
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
大
会
」　

○
日
時　
　

月　

日
午
後
１
時
〜
４
時

１１

２０

□問
 

国
際
版
画
美
術
館
11
７
２
６
・
２
７

７
１

＊
●

＊
●

＊
●

＊
●

＊
●

＊
●

＊
●

＊
●

＊
●

＊
●

＊
●

　

木
版
画
で
年
賀
状
を
つ
く
り
ま
せ
ん

か
。
簡
単
な
下
絵
と
官
製
ハ
ガ
キ
を
お

持
ち
い
た
だ
き
、
多
色
刷
り
で
制
作
し

ま
す
。
初
心
者
の
方
も
お
気
軽
に
お
申

し
込
み
下
さ
い
。

○
内
容　

水
性
木
版
画
・
３
〜
４
色
摺

り○
期
日　
　

月　

日
、　

日
（
全
２

１１

２６

２７

回
）

○
時
間　

午
前　

時　

分
〜
午
後
４
時

１０

３０

　

分
３０○

会
場　

同
館
ア
ト
リ
エ
・
工
房

○
講
師　

同
館
学
芸
員

○
定
員　
　

人
３２

○
費
用　

１
２
０
０
円

○
申
し
込
み　

往
復
ハ
ガ
キ
（
１
人
１

通
）
の
往
信
面
に
講
座
名
・
氏
名
（
ふ

り
が
な
）
・
住
所
・
電
話
番
号
・
年
齢

（
講
座
の
内
容
、
進
行
に
必
要
。
記
入

は
任
意
）
を
明
記
し
て
、　

月　

日

１１

１１

ま
で
（
必
着
）
に
国
際
版
画
美
術
館
普

及
係
（
〒　

－

０
０
１
３
、
原
町
田
４

１９４

－

　

－

１
、
11
７
２
６
・
２
８
８
９
）

２８
へ
。

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
市
内
在
住
及

び
同
館
の
講
座
の
受
講
経
験
が
な
い
方

を
優
先
の
う
え
抽
選
し
ま
す
。

年年年年年年年年年年
賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀
状状状状状状状状状状
教教教教教教教教教教
室室室室室室室室室室

年
賀
状
教
室

　
　

月
４
日
に
、
市
民
・
事
業
者
・
行

１０
政
に
よ
る
違
反
広
告
物
共
同
除
却
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
度
ま
で
の
違
反
広
告
物
の
共
同

除
却
は
、
電
柱
を
管
理
す
る
事
業
者
と

行
政
（
東
京
都
南
多
摩
建
設
事
務
所
・

町
田
警
察
署
）
で
実
施
し
て
き
ま
し
た

が
、
今
回
は
、
今
年
度
か
ら
活
動
を
開

始
し
た
違
反
広
告
物
除

却
団
体
と
市
内
の
不
動

産
業
者
団
体
が
初
め
て

参
加
し
ま
し
た
。

　

共
同
除
却
活
動
に
先

だ
っ
て
行
わ
れ
た
意
見

交
換
会
で
は
、
「
市
民

団
体
間
で
連
携
し
て
活

動
し
て
い
き
た
い
」

「
市
民
団
体
が
除
却
活

動
を
し
て
い
る
姿
を
多

く
の
市
民
に
見
て
も
ら

い
た
い
」
「
不
動
産
業

者
で
違
反
広
告
物
を
出

し
て
い
る
の
は
特
定
の

常
習
業
者
ば
か
り
で
あ
る
」
と
い
っ
た

意
見
が
活
発
に
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

意
見
交
換
会
の
最
後
に
は
、
市
民
・

事
業
者
・
行
政
が
「
は
ら
な
い　

だ
さ

な
い　

は
ら
せ
な
い
」
を
合
言
葉
に
、

市
内
の
違
反
広
告
物
の
一
掃
に
向
け
て

取
り
組
む
こ
と
を
全
員
で
確
認
し
、
市

内
各
地
に
分
か
れ
て
除
却
活
動
を
実
施

し
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、
２
時
間
程
度

の
活
動
で
３
０
０
枚
近
い
違
反
広
告
物

を
除
却
し
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
今
後
も
市
民
・
事
業
者
・

他
の
行
政
機
関
と
連
携
し
て
、
違
反
広

告
物
の
な
い
ま
ち
を
目
指
し
て
い
き
ま

す
。

□問
 

道
路
管
理
課
11
７
２
４
・
１
１
５
１

市民・事業者・行政が連携して実施した
共同除却（中心市街地地区）

話
先
着
順
で
受
け
付
け
ま
す
。

※
１
月　

日
〜　

日
、　

日
〜　

日
、

１１

１３

１７

２０

　

日
〜　

日
、　

日
は
休
館
日
及
び
移

２４

２７

３１

動
教
室
の
た
め
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

　

な
お
、　

月
分
ま
で
の
ご
予
約
は
随

１２

時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
空
き
室
が
あ

り
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
下
さ

い
。

○
利
用
で
き
る
方　

市
内
在
住
、
在

勤
、
在
学
の
方
と
そ
の
家
族

※
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
、
朝
夕
２
食
２
０

０
０
円
で
食
事
を
提
供
し
ま
す
（
要
予

約
）
。

【
２
０
０
５
年
１
月
分
】

　

自
然
休
暇
村
が
あ
る
長
野
県
川
上
村

の
１
月
は
、
ウ
ィ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の

季
節
で
す
。
付
近
に
は
ス
キ
ー
場
や
ス

ケ
ー
ト
場
が
あ
り
、
賑
わ
い
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
利
用
下
さ
い
。

　

今
回
受
付
開
始
と
な
る
利
用
日
は
、

１
月
４
日
〜　

日
で
す
。

３１

※　

月　

日
か
ら
１
月
３
日
は
、
年
末

１２

２９

年
始
期
間
と
し
て
別
に
受
け
付
け
ま
し

た
が
、
空
き
室
分
を　

月　

日
か
ら
電

１１

１７

【
２
０
０
５
年
２
月
分
】

　

豊
か
な
自
然
の
中
で
楽
し
く
野
外
活

動
が
で
き
る
施
設
で
す
。
自
然
の
地
形

に
合
わ
せ
、
キ
ャ
ビ
ン
、
テ
ン
ト
サ
イ

ト
、
野
外
炊
事
場
、
工
芸
小
屋
等
が
点

在
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
受
付
を
す
る
利
用
日
は
、
２
０

０
５
年
２
月
１
日
〜　

日
で
す
。

２８

※
火
曜
日
及
び
２
月　

日
は
休
館
で

１４

す
。

※
市
の
事
業
等
実
施
の
た
め
、
利
用
で

き
な
い
日
が
あ
り
ま
す
。

○
利
用
で
き
る
方　

市
内
在
住
、
在

勤
、
在
学
の
方
が
過
半
数
の
グ
ル
ー
プ

ま
た
は
個
人
で
す
。

　

な
お
、
１
月
分
ま
で
の
予
約
は
随
時

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

◇

○
申
し
込
み　
　

月
６
日
（
土
）
午
前

１１

８
時　

分
か
ら
９
時
ま
で
に
、
大
地
沢

３０

青
少
年
セ
ン
タ
ー
（
11
７
８
２
・
３
８

０
０
）
へ
お
電
話
い
た
だ
い
た
方
を
同

着
と
み
な
し
、
抽
選
を
行
い
ま
す
。
抽

選
結
果
は
午
前　

時　

分
ま
で
に
連
絡

１０

３０

し
、
以
降
は
電
話
先
着
順
の
受
付
と
な

り
ま
す
。

※
市
内
在
住
の
方
は
、
「
相
模
原
市
民

た
て
し
な
自
然
の
村
」
（
長
野
県
北
佐

久
郡
立
科
町－

女
神
湖
の
近
く
）
も
利

用
で
き
ま
す
。

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
（
財
）

相
模
原
市
都
市
整
備
公
社
・
け
や
き
会

館
（
11
７
５
３
・
３
３
３
３
）
へ
。

大
地
沢
青
少
年
セ
ン
タ
ー

自

然

休

暇

村

　

市
で
は　

月　

日
、
新
潟
県
中
越
地

１０

２５

震
の
被
災
地
に
向
け
、
毛
布
１
０
０
０

枚
、
ア
ル
フ
ァ
米
５
０
０
０
食
の
支
援

を
行
い
ま
し
た
。
当
日
は
、
市
職
員
が

航
空
自
衛
隊
入
間
基
地
に
物
資
を
搬
送

し
、
各
市
か
ら
集
ま
っ
た
支
援
物
資
と

と
も
に
東
京
都
が
被
災
地
に
空
輸
し
ま

し
た
。

□問
 

防
災
課
11
７
２
４
・
２
１
０
７

　

市
と
町
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、
被
災
者
救
援
の
た
め
の
義
援
金
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

○
市
役
所
本
庁
舎
１
階
市
民
課
・
４
階

福
祉
総
務
課
、
忠
生
、
南
、
な
る
せ
駅

前
・
鶴
川
・
堺
・
小
山
の
各
市
民
セ
ン

タ
ー
、
木
曽
山
崎
セ
ン
タ
ー
、
駅
前
連

絡
所
、
総
合
体
育
館
、
サ
ン
町
田
旭
体

育
館
、
中
央
図
書
館
、
公
民
館
、
国
際

版
画
美
術
館
、
室
内
プ
ー
ル
、
市
民
ホ

ー
ル
、
健
康
福
祉
会
館

□問
福
祉
総
務
課
11
７
２
４
・
２
５
３
７

○
町
田
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
４
階　

町
田

市
社
会
福
祉
協
議
会

□問
11
７
２
２
・
４
８
９
８
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建
設
着
工
を
祝
う
会

建建
設設
着着
工工
をを
祝祝
うう
会会

が
行
わ
れ
ま
し
た

がが
行行
わわ
れれ
まま
しし
たた

災
害
義
援
金
を

募
集
し
て
い
ま
す

義
援
金
箱
設
置
場
所　
　

月　

日
ま
で

１２

２４



（２） ２００４．１１．１

　

市
内
の
認
可
保
育
園
は
９
月
現
在　
４４

か
所
で
、
０
歳
か
ら
就
学
前
ま
で
の
乳

幼
児
を
４
２
９
１
人
保
育
し
て
い
ま

す
。
保
育
所
運
営
に
要
す
る
総
事
業
費

は
、
国
基
準
保
育
所
運
営
費
（
８
時
間

保
育
な
ど
の
施
設
最
低
基
準
の
経
費
）

と
こ
れ
を
補
う
た
め
の
東
京
都
・
町
田

市
の
加
算
運
営
費
（　

時
間
開
所
・
延

１１

長
保
育
・
職
員
配
置
の
充
実
な
ど
の
経

費
）
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
保
育
料
は
、

国
基
準
保
育
所
運
営
費
の
一
部
を
負
担

し
て
い
た
だ
く
受
益
者
負
担
金
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
市
は
、
１
９
９
６
年
の

「
町
田
市
保
育
料
問
題
研
究
会
」
の
報

告
書
の
指
標
を
尊
重
し
、
補
助
金
算
出

の
た
め
に
定
め
ら
れ
た
国
基
準
保
育
料

の　

％
以
下
を
市
の
保
育
料
と
し
て
き

５０
ま
し
た
。
し
か
し
、
保
育
料
は
応
益
負

担
を
基
本
原
則
と
し
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
保
育
コ
ス
ト
に
対
し
て
ど
の

程
度
の
負
担
と
な
る
の
か
分
か
り
ず
ら

い
と
の
指
摘
が
あ
り
、
「
町
田
市
保
育

料
問
題
懇
談
会
」
（
以
下
「
懇
談
会
」

と
い
う
。
）
は
、
利
用
者
負
担
率
（
一

人
平
均
の
国
基
準
保
育
所
運
営
費
に
対

す
る
一
人
平
均
の
保
育
料
の
割
合
）　
２５

％
を
上
限
と
す
る
指
標
を
示
し
ま
し

た
。
グ
ラ
フ
１
の
上
段
は
、
昨
年
度
の

一
人
平
均
の
国
基
準
保
育
所
運
営
費
を

も
と
に
利
用
者
負
担
率　

％
を
モ
デ
ル

２５

化
し
た
も
の
で
す
。

　

利
用
者
負
担
率
は
、
保
育
単
価
と
利

用
者
世
帯
の
所
得
税
額
の
増
減
に
大
き

く
影
響
さ
れ
ま
す
が
、
１
９
８
９
年
度

に　

・
４
％
で
ピ
ー
ク
と
な
り
、
１
９

２９
９
６
年
度
改
定
時
に　

・
８
％
、
２
０

２４

０
０
年
度
に
は
減
税
の
影
響
に
よ
り　
１９

・
０
％
、
さ
ら
に
２
０
０
１
年
度
に
は

保
育
単
価
の
改
正
が
あ
り　

・
８
％
ま

１７

で
に
低
下
し
ま
し
た
。
昨
年
度
は
、
保

育
料
改
定
が
あ
り
、　

・
３
％
に
な
り

２１

ま
し
た
。
内
訳
は
、
一
人
平
均
の
国
基

準
保
育
所
運
営
費
７
万
３
１
３
円
、
一

人
平
均
の
保
育
料
１
万
４
９
９
８
円
で

し
た
（
グ
ラ
フ
１
の
下
段
）
。
１
９
９

６
年
度
の
一
人
平
均
の
保
育
料
が
、
１

万
４
５
６
２
円
で
し
た
の
で
、
こ
の
間

の
伸
び
率
は
３
・
０
％
で
し
た
。

　

一
方
、
保
育
所
総
事
業
費
は
、
１
９

９
６
年
度
は　

億
３
５
１
３
万
円
、
２

４３

０
０
３
年
度
は　

億
５
５
０
１
万
円
で

６３

　

・
６
％
増
加
し
、
国
基
準
保
育
所
運

４６営
費
も
１
９
９
６
年
度
は　

億
１
４
２

２１

７
万
円
、
２
０
０
３
年
度
は　

億
３
２

３５

６
１
万
円
で
、　

・
１
％
増
加
し
て
い

６７

ま
す
。
財
政
の
厳
し
い
現
状
で
利
用
者

負
担
率
が
低
下
す
る
こ
と
は
、
町
田
市

加
算
の
保
育
事
業
を
圧
迫
し
、
待
機
児

童
の
解
消
計
画
や
新
し
い
子
育
て
支
援

施
策
の
実
施
に
支
障
が
生
じ
る
こ
と
に

も
な
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
市
は
、
「
懇
談
会
」
の

示
し
た
指
標
を
踏
ま
え
段
階
的
、
定
期

的
に
保
育
料
を
見
直
し
て
行
き
ま
す
。

今
回
は
、
平
均
改
定
率
６
・
０
％
、
一

人
当
た
り
平
均
９
０
０
円
の
増
額
と
す

る
改
定
を
平
成　

年
４
月
か
ら
実
施
し

１７

ま
す
。

　

保
育
料
は
、
主
に
前
年
分
の
所
得
税

の
額
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

改
定
後
の
保
育
料
は
、
左
表
の
と
お
り

で
す
。

　

今
回
は
、
応
益
負
担
の
原
則
を
徹
底

さ
せ
る
た
め
に
、
様
々
な
改
定
を
し
て

い
ま
す
。

○
３
歳
児
区
分
の
設
定

　

３
歳
児
と
４
・
５
歳
児
と
で
は
職
員

配
置
基
準
に
１
・
５
倍
の
差
が
あ
り
、

保
育
コ
ス
ト
は
、
月
額
７
５
０
０
円
の

格
差
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
コ
ス

ト
に
応
じ
た
保
育
料
を
負
担
し
て
い
た

だ
く
た
め
３
歳
児
区
分
を
設
定
し
ま

す
。

○
階
層
区
分
の
変
更

　

所
得
税
額　

万
円
以
上
の
世
帯
に
対

７０

し
て
は
、
保
育
コ
ス
ト
の
大
部
分
を
負

担
す
る
べ
き
と
の
「
懇
談
会
」
の
提
言

が
あ
り
、
今
回
の
改
定
で
は
、
所
得
税

最
高
税
額
を
１
０
０
万
円
以
上
か
ら　
８５

万
円
以
上
と
し
、
Ｄ
階
層
を　

階
層
と

２０

し
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｃ
階
層
で
は
、
所
得
税
が
非

課
税
で
市
民
税
の
所
得
割
が
あ
る
世
帯

を
所
得
割
税
額
５
０
０
０
円
で
２
つ
の

階
層
に
区
分
し
ま
す
が
、
こ
れ
は
、
こ

の
階
層
の
利
用
者
負
担
率
が
都
下
各
市

と
比
較
し
、
低
い
た
め
で
す
。
た
だ

し
、
固
定
資
産
税
に
よ
る
加
算
は
、
廃

止
さ
れ
ま
す
。

○
同
一
世
帯
で
２
人
以
上
を
保
育
園
に

預
け
て
い
る
場
合
は
、
年
長
の
子
の
保

育
料
を
５
割
低
減
し
ま
す
。
こ
の
変
更

で
該
当
の
世
帯
で
は
、
改
定
前
よ
り
保

育
料
が
低
く
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

○
ひ
と
り
親
等
世
帯
の
軽
減
拡
充

　

所
得
税
が
非
課
税
で
市
民
税
課
税
が

い
ろ
い
ろ
な
病
気
を
疑
っ
て
み
る
必
要

が
あ
り
そ
う
で
す
。
い
つ
も
の
肩
こ
り

だ
か
ら
大
丈
夫
と
か
忙
し
い
か
ら
病
院

へ
行
く
の
は
ち
ょ
っ
と
な
ど
と
素
人
判

断
を
す
る
と
、
取
り
返
し
の
つ
か
な
い

段
階
ま
で
症
状
が
進
ん
で
い
た
と
い
う

こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

肩
こ
り
を
治
療
す
る
場
合
、
そ
の
原

因
が
明
ら
か
で
な
い
な
ら
ま
ず
病
院
を

受
診
し
て
、
原
因
や
病
気
を
特
定
し
て

も
ら
う
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

ム
」
と
い
っ
た
特
徴

が
あ
り
ま
す
。
い
ず

れ
に
せ
よ
、
肩
の
こ

り
や
痛
み
を
一
つ
の

シ
グ
ナ
ル
と
し
て
、

こ
り
の
背
後
に
重
大
な
病
気
が
隠
れ
て

い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
肩
こ
り
で
整

形
外
科
を
訪
れ
る
人
の
病
因
の
ほ
と
ん

ど
は
頸
部
椎
間
板
ヘ
ル
ニ
ア
や
変
形
性

頚
椎
症
な
ど
の
首
に
関
す
る
病
気
で

す
。
し
か
し
中
に
は
心
臓
や
肝
臓
な
ど

の
内
臓
の
病
気
の
他
、
目
、
耳
や
鼻
、

こ
こ
ろ
の
病
気
な
ど
が
隠
れ
て
い
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
ケ
ー

ス
で
は
、
症
状
の
出
方
に
特
徴
が
あ

る
の
で
、
そ
こ
を
見
極
め
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
た
と
え
ば
内
臓
の
病
気
が
原

因
の
肩
こ
り
に
は
、
「
痛
む
場
所
が
漠

然
と
し
て
は
っ
き
り
し
な
い
」
「
姿
勢

や
動
作
と
関
係
な
く
痛
み
が
起
こ
る
」

「
痛
み
方
や
、
痛
む
時
間
が
ラ
ン
ダ

肩
こ
り
を
訴
え
る
人
の
う
ち
、
実
際
に

治
療
を
し
て
い
る
人
が　

・
３
％
、
そ

６２

の
内
訳
は
、
市
販
薬
の
服
用
が　

・
１

２８

％
、
整
体
や
鍼
灸
な
ど
の
民
間
療
法
が

　

・
８
％
、
医
療
機
関
へ
の
通
院
が　

２０

２０

・
７
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
肩

こ
り
を
感
じ
る
人
の
４
人
に
１
人
は
何

ら
か
の
治
療
を
必
要
と
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
す
。

　

ひ
と
く
ち
に
肩
こ
り
と
い
っ
て
も
、

特
に
心
配
の
な
い
も
の
も
あ
れ
ば
、
肩

　

人
間
の
体
は
構
造
的
に
肩
こ
り
に
な

り
や
す
く
、
し
か
も
肩
こ
り
の
ベ
ー
ス

と
な
る
老
化
現
象
を
避
け
て
通
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
条

件
は
誰
も
が
同
じ
は
ず
な
の
に
、
肩
こ

り
に
な
る
人
と
な
ら
な
い
人
が
い
る
の

は
一
人
ひ
と
り
の
生
活
習
慣
や
生
活
環

境
、
ま
た
、
隠
れ
た

病
気
が
大
き
く
関
わ

っ
て
い
る
こ
と
も
あ

る
の
で
す
。

　

自
覚
症
状
と
し
て

□問
 

オ
ペ
ラ
照
手
姫
公
演
実
行
委
員
会
事

務
局
（
相
模
原
市
民
文
化
財
団
内
）

11
０
４
２
・
７
４
９
・
２
２
０
５

○
日
時　
　

月　

日
（
土
）
・　

日

１１

１３

１４

（
日
）
午
後
３
時

○
会
場　

グ
リ
ー
ン
ホ
ー
ル
相
模
大
野

大
ホ
ー
ル

○
入
場
料　

大
人
５
０
０
０
円
・
学
生

３
０
０
０
円
・
高
校
生
以
下
（
６
歳
以

上
）
１
０
０
０
円

○
交
通　

小
田
急
線
相
模
大
野
駅
か
ら

徒
歩
５
分

相模原市�

あ
る
世
帯
（
Ｃ
階
層
）
に
ひ
と
り
親
等

世
帯
の
区
分
を
設
け
、
保
育
料
を
軽
減

し
ま
す
。

○
税
額
の
刻
み
の
変
更

　

今
年
度
、
所
得
税
法
の
配
偶
者
特
別

控
除
の
一
部
が
廃
止
さ
れ
ま
し
た
が
、

こ
れ
に
よ
り
、
所
得
に
増
減
が
な
い
世

帯
で
も
所
得
税
が
増
え
る
た
め
、
保
育

料
が
高
く
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
負
担
増
を
緩
和
す
る
た
め
、
Ｄ
１

か
ら
Ｄ
５
ま
で
の
階
層
の
税
額
の
刻
み

を
変
更
し
ま
す
。
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本
年
３
月
「
町
田
市
保
育
料
問
題
懇
談
会
」
は
、
「
利
用
者
負
担
率　

％
２５

は
、
当
面
は
超
え
て
は
な
ら
な
い
上
限
の
水
準
で
あ
る
」
と
す
る
最
終
報
告

書
を
ま
と
め
ま
し
た
。
現
行
保
育
料
の
利
用
者
負
担
率
は
、　

・
３
％
と
都

２１

下　

市
で　

位
の
水
準
に
あ
り
ま
す
が
、
保
育
所
運
営
費
は
増
大
す
る
一
方

２６

２０

で
、
今
後
も
待
機
児
童
解
消
に
向
け
た
保
育
園
の
新
増
設
や
多
様
化
す
る
子

育
て
支
援
施
策
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
ほ
ど
市
で
は
、
平

均
６
％
増
の
保
育
料
改
定
案
を
議
会
に
提
案
し
、
可
決
成
立
し
ま
し
た
。
改

定
の
実
施
は
、
平
成　

年
４
月
か
ら
で
す
。

１７

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

□問
 

子
育
て
支
援
課　
　

11
７
２
４
・
２
１
３
８

肩
こ
り
に

肩
こ
り
に

潜
む
病
気

　
　

潜
む
病
気

◇
保
育
料
改
定
の
考
え
方

◇
改
定
の
あ
ら
ま
し

町田市保育料徴収基準額表　　　　　　２００５年４月１日改定　　　　　　　　（月額）単位：円
徴収金基準額（児童単位）各月初日の保育の実施児童の属する世

帯の階層区分 ４歳以上児３歳未３歳未満児
３人以上２人１人３人以上２人１人３人以上２人１人定　　義階層区分

０００００００００生活保護法（昭和２５年法律第１４４
号）による被保護世帯Ａ

０００００００００ひとり親世帯等で、市
町村民税非課税世帯

Ａ
階
層
及
び
Ｄ
階
層
を
除
く
世
帯
で
、
前
年
度
分
の

市
町
村
民
税
の
額
が
右
の
区
分
に
該
当
す
る
世
帯

Ｂ－１

１２０１,２００１,２００１２０１,２００１,２００１３０１,２００１,３００ひとり親世帯等を除き、
市町村民税非課税世帯Ｂ－２

２２０１,２００２,２００２２０１,２００２,２００２７０１,３５０２,７００ひとり親世帯等で、均等割
のみ課税されている世帯Ｃ－１

２３０１,２００２,３００２３０１,２００２,３００２９０１,４５０２,９００ひとり親世帯等を除き、均等
割のみ課税されている世帯Ｃ－２

２７０１,３５０２,７００２７０１,３５０２,７００３４０１,７００３,４００ひとり親世帯等で、所得
割が課税されている世帯Ｃ－３

２８０１,４００２,８００２８０１,４００２,８００３６０１,８００３,６００ひとり親世帯等を除き、
所得割５,０００円未満の世帯Ｃ－４

３１０１,５５０３,１００３１０１,５５０３,１００３８０１,９００３,８００ひとり親世帯等を除き、
所得割５,０００円以上の世帯Ｃ－５

４１０２,０５０４,１００４３０２,１５０４,３００４５０２,２５０４,５００５,０００円未満Ａ
階
層
を
除
き
前
年
分
の
所
得
税
課
税
世
帯
で
、
そ
の
所
得
税
の
額
が
右
の
区
分
に
該
当
す
る
世
帯

Ｄ－１

５５０２,７５０５,５００５７０２,８５０５,７００６６０３,３００６,６００５,０００円以上   
２０,０００円未満Ｄ－２

６９０３,４５０６,９００７２０３,６００７,２００９７０４,８５０９,７００２０,０００円以上 
４０,０００円未満Ｄ－３

９００４,５００９,０００９４０４,７００９,４００１,３１０６,５５０１３,１００４０,０００円以上
６０,０００円未満Ｄ－４

１,０７０５,３５０１０,７００１,１２０５,６００１１,２００１,５７０７,８５０１５,７００６０,０００円以上
８０,０００円未満Ｄ－５

１,２４０６,２００１２,４００１,３６０６,８００１３,６００１,８７０９,３５０１８,７００８０,０００円以上 
１１０,０００円未満Ｄ－６

１,３９０６,９５０１３,９００１,５２０７,６００１５,２００２,１４０１０,７００２１,４００１１０,０００円以上  
１４０,０００円未満Ｄ－７

１,５６０７,８００１５,６００１,７１０８,５５０１７,１００２,４１０１２,０５０２４,１００１４０,０００円以上  
１７０,０００円未満Ｄ－８

１,７５０８,７５０１７,５００１,９２０９,６００１９,２００２,７６０１３,８００２７,６００１７０,０００円以上  
２００,０００円未満Ｄ－９

１,９００９,５００１９,０００２,０９０１０,４５０２０,９００３,０２０１５,１００３０,２００２００,０００円以上  
２４０,０００円未満Ｄ－１０

２,０５０１０,２５０２０,５００２,２５０１１,２５０２２,５００３,２６０１６,３００３２,６００２４０,０００円以上  
２８０,０００円未満Ｄ－１１

２,１８０１０,９００２１,８００２,３９０１１,９５０２３,９００３,５１０１７,５５０３５,１００２８０,０００円以上  
３２０,０００円未満Ｄ－１２

２,３１０１１,５５０２３,１００２,５４０１２,７００２５,４００３,７４０１８,７００３７,４００３２０,０００円以上  
３６０,０００円未満Ｄ－１３

２,４６０１２,３００２４,６００２,７００１３,５００２７,０００３,９６０１９,８００３９,６００３６０,０００円以上  
４００,０００円未満Ｄ－１４

２,６００１３,０００２６,０００２,８６０１４,３００２８,６００４,１７０２０,８５０４１,７００４００,０００円以上  
４４０,０００円未満Ｄ－１５

２,７５０１３,７５０２７,５００３,０２０１５,１００３０,２００４,３９０２１,９５０４３,９００４４０,０００円以上  
５４０,０００円未満Ｄ－１６

２,９００１４,５００２９,０００３,１９０１５,９５０３１,９００４,６４０２３,２００４６,４００５４０,０００円以上  
６４０,０００円未満Ｄ－１７

３,０６０１５,３００３０,６００３,３６０１６,８００３３,６００４,８９０２４,４５０４８,９００６４０,０００円以上  
７４０,０００円未満Ｄ－１８

３,２２０１６,１００３２,２００３,５４０１７,７００３５,４００５,１４０２５,７００５１,４００７４０,０００円以上  
８５０,０００円未満Ｄ－１９

３,２２０１６,１００３２,２００３,５４０１７,７００３５,４００５,３８０２６,９００５３,８００８５０,０００円以上Ｄ－２０
（注１）　入所した児童が同一世帯において複数いる場合の徴収金基準額は、末子の児童にあっては「１人」の徴収金基準
額を、末子を除く児童のうち低年齢児の１人にあっては「２人」の徴収金基準額を、その他の児童にあっては「３人以上」
の徴収金基準額をそれぞれ適用する（入所した児童が１世帯１人であるときは、「１人」の徴収金基準額を適用する）。
（注２）　ひとり親世帯等には、保育園入所児と生計を同一にする世帯で身体障害者手帳・愛の手帳を持っている方がいる
場合も含まれます（ただし、祖父母の場合は、児童の扶養義務者に限ります）。
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高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費

用
を助

成

し

ま

す

健
康
課
11
７
２
５
・
５
４
２
２

　

市
で
は
、
市
外
に
設
置
さ
れ
て
い
る

指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
等
に
入
所
し

て
い
る
方
で
、
接
種
を
希
望
す
る
方
が

市
外
の
医
療
機
関
で
受
け
た
場
合
、
支

払
っ
た
接
種
料
の
全
額
ま
た
は
一
部
を

１
人
１
回
助
成
し
ま
す
。

○
期
間　
　

月　

日
〜
２
０
０
５
年
１

１０

１５

月　

日
３１

○
対
象　

接
種
日
に
お
い
て
①　

歳
以

６５

上
の
方
②　

歳
〜　

歳
の
方
で
心
臓
、

６０

６４

腎
臓
ま
た
は
呼
吸
器
の
機
能
に
障
が
い

を
有
す
る
方
（
障
害
者
手
帳
１
級
相

当
）
及
び
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に

よ
り
免
疫
の
機
能
に
日
常
生
活
が
ほ
と

ん
ど
不
可
能
な
程
度
の
障
が
い
を
有
す

る
方

　

更
に
、
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
、

介
護
老
人
保
健
施
設
、
指
定
介
護
療
養

型
医
療
施
設
の
い
ず
れ
か
に
入
所
し
て

い
る
方

○
助
成
限
度
額　

２
３
０
０
円
（
生
活

保
護
受
給
者
は
４
５
０
０
円
）

○
申
し
込
み　

事
前
に
電
話
で
健
康
課

へ
。

予
防
接
種

肺
が
ん
・
胃
が
ん
検
診

【
肺
が
ん
検
診
】

○
対
象　
　

歳
以
上
の
町
田
市
民
で
勤

４０

務
先
等
で
検
診
の
機
会
が
な
い
方
（
１

年
に
１
回
受
け
ら
れ
ま
す
）

※
妊
娠
し
て
い
る
方
及
び
疑
い
の
あ
る

方
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

○
日
時　
　

月　

日
（
水
）
午
前
９
時

１２

２２

〜
正
午

○
会
場　

健
康
福
祉
会
館

○
内
容　

問
診
、
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮

影
、
か
く
た
ん
検
査

○
定
員　
　

人
（
抽
選
）

８０

○
費
用　

１
２
０
０
円

【
胃
が
ん
検
診
】

○
対
象　
　

歳
以
上
の
町
田
市
民
で
勤

３５

務
先
等
で
検
診
の
機
会
が
な
い
方
（
１

年
に
１
回
受
け
ら
れ
ま
す
）

※
①
胃
及
び
十
二
指
腸
の
病
気
で
手
術

歴
の
あ
る
方
、
現
在
治
療
中
ま
た
は
経

過
観
察
中
の
方
②
胃
腸
に
何
ら
か
の
自

覚
症
状
が
あ
る
方
③
妊
娠
中
及
び
妊
娠

の
疑
い
の
あ
る
方
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

○
期
日
・
会
場　
　

月　

日
（
木
）
、

１２

１６

　

日
（
金
）
＝
健
康
福
祉
会
館
、　

日

１７

２０

（
月
）
＝
鶴
川
市
民
セ
ン
タ
ー
、　

日
２１

（
火
）
＝
木
曽
山
崎
セ
ン
タ
ー

○
時
間　

午
前
９
時
〜
正
午

○
内
容　

問
診
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
間
接
撮

影
（
バ
リ
ウ
ム
を
飲
み
ま
す
）

○
定
員　

各
日　

人
（
抽
選
）

５０

○
費
用　

８
０
０
円

　
　
　
　
　

◇

○
申
し
込
み　

ハ
ガ
キ
（
１
人
１
枚
）

に
「
肺
が
ん
検
診
申
し
込
み
」
ま
た
は

「
胃
が
ん
検
診
申
し
込
み
」
と
書
き
、

住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
・
生
年
月

日
・
性
別
・
電
話
番
号
・
胃
が
ん
検
診

は
希
望
会
場
・
希
望
日
（
第
３
希
望
ま

で
）
を
明
記
し
、　

月
８
日
ま
で
（
消

１１

印
有
効
）
に
健
康
課
へ
。

※
受
診
案
内
等
は
、　

月
上
旬
ま
で
に

１２

送
付
し
ま
す
。

【
非
負
担
者
に
つ
い
て
】

　

次
の
方
は
無
料
と
な
り
ま
す
。

○
○福
 

医
療
証
を
お
持
ち
の
方

○
○老
 

老
人
保
健
法
医
療
受
給
者
証
を
お

持
ち
の
方

○
高
齢
受
給
者
証
を
お
持
ち
の
方

○
２
０
０
４
年
度
の
市
民
税
非
課
税
世

帯
の
方

○
生
活
保
護
受
給
世
帯
の
方

※
受
診
で
き
る
方
に
郵
送
さ
れ
る
検
診

申
込
書
で
、
当
日
、
負
担
・
非
負
担
の

届
け
出
を
し
て
下
さ
い
。

食
生
活
講
演
会

【
「
老
化
を
防
ぐ
食
事
学
」
〜
野
菜
は

か
ら
だ
の
毒
を
と
る
〜
】

健
康
課
11
７
２
５
・
５
１
７
８

　

テ
レ
ビ
番
組
等
で
活
躍
さ
れ
て
い
る

落
合
敏
氏
を
お
招
き
し
て
講
演
会
を
行

い
ま
す
。

○
日
時　
　

月　

日
（
土
）
午
後
２
時

１１

２７

　

分
〜
４
時
（
午
後
１
時
か
ら
受
付
）

３０○
会
場　

健
康
福
祉
会
館

○
内
容　

講
演
会
、
展
示
（
味
見
ク
イ

ズ
、
野
菜
た
っ
ぷ
り
メ
ニ
ュ
ー
提
示
、

体
脂
肪
測
定
ほ
か
）

○
定
員　

２
０
０
人
（
申
し
込
み
順
）

○
申
し
込
み　
　

月　

日
ま
で
に
電
話

１１

２５

で
健
康
課
へ
。

健
康
課
11
７
２
５
・
５
１
７
８

　

現
在
飲
ん
で
い
る
薬
の
効
果
や
副
作

用
に
つ
い
て
日
頃
気
に
な
っ
て
い
る

方
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
お
い
で
下
さ

い
。

○
日
時　
　

月　

日
（
木
）
午
後
１
時

１１

１８

　

分
〜
３
時

１５○
会
場　

健
康
福
祉
会
館

○
定
員　
　

人
１０

○
申
し
込
み　

電
話
で
健
康
課
へ
。

※
薬
剤
師
の
ほ
か
保
健
師
・
栄
養
士
の

相
談
も
実
施
し
て
い
ま
す
。
併
せ
て
ご

利
用
下
さ
い
。

市
民
健
康
相
談

【
生
活
習
慣
病
・
糖
尿
病
の
な
ん
で
も

相
談
】

健
康
課
11
７
２
５
・
５
１
７
８

　

血
糖
値
が
高
め
の
方
、
尿
糖
が
出
て

い
る
方
、
糖
尿
病
の
家
系
で
気
に
な
っ

て
い
る
方
な
ど
で
医
療
機
関
に
か
か
っ

て
い
な
い
方
が
気
軽
に
相
談
で
き
る
場

で
す
。
今
回
は
高
血
圧
・
高
脂
血
症
に

つ
い
て
の
相
談
も
行
い
ま
す
。

○
日
時　
　

月　

日
（
木
）
午
後
１
時

１１

１１

　

分
〜
３
時

３０○
会
場　

健
康
福
祉
会
館

○
内
容　

医
師
（
町
田
市
医
師
会
）
・

栄
養
士
・
保
健
師
に
よ
る
個
別
相
談
及

び
血
糖
値
の
測
定
（
希
望
者
）

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

４０

○
申
し
込
み　

電
話
で
健
康
課
へ
。

土
曜
閉
庁
の
お
知
ら
せ

　

町
田
保
健
所
の
土
曜
開
庁
は
、　

月
１０

に
終
了
し
ま
し
た
。
ご
理
解
と
ご
注
意

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
窓
口
業
務
の
受
付
は
、
月
〜

金
曜
日
の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
ま
で

で
す
。
ま
た
、
時
間
外
の
食
中
毒
や
感

染
症
な
ど
緊
急
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、

東
京
都
保
健
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー
（
11

　

・
５
２
７
２
・
０
３
０
３
）
に
お
か

０３け
下
さ
い
。

□問
 

町
田
保
健
所
11
７
２
２
・
０
６
２
１

ひ
か
り
療
育
園

臨

時

指

導

員

○
資
格　

重
い
障
が
い
を
持
つ
方
の
療

育
活
動
に
理
解
の
あ
る　

歳
未
満
の
方

３５

○
勤
務
期
間　
　

月
〜
２
０
０
５
年
３

１２

月
（
１
回
更
新
可
）

○
勤
務
日
時　

月
〜
金
曜
日
、
午
前
８

時　

分
〜
午
後
５
時

３０
○
勤
務
場
所　

ひ
か
り
療
育
園

○
人
員　

１
人

○
申
し
込
み　
　

月
２
日
〜
８
日
に
電

１１

話
で
ひ
か
り
療
育
園
（
11
７
９
４
・
０

７
３
０
）
へ
。

※
随
時
面
接
を
行
い
ま
す
。

都
営
住
宅
入
居
者

　

都
営
住
宅
家
族
向
・
単
身
者
向
（
一

般
募
集
住
宅
）
・
定
期
使
用
住
宅
（
若

年
フ
ァ
ミ
リ
ー
向
）
・
若
年
フ
ァ
ミ
リ

ー
向
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

○
資
格　

①
都
内
に
居
住
し
て
い
る
成

年
者
（　

歳
未
満
の
既
婚
者
を
含
む
）

２０

で
②
同
居
親
族
（
内
縁
及
び
婚
約
者
を

含
む
、
若
年
フ
ァ
ミ
リ
ー
向
は
申
込
者

本
人
を
含
め
同
居
親
族
全
員
が　

歳
未

４０

満
で
夫
婦
の
み
ま
た
は
夫
婦
と
子
の
世

帯
）
が
あ
り
③
所
得
が
定
め
ら
れ
た
基

準
以
内
の
④
住
宅
に
困
っ
て
い
る
方

※
単
身
者
向
は
①
③
④
の
資
格
要
件
の

他
に
次
の
要
件
が
必
要
で
す
＝
⑤
申
し

込
み
時
、
３
年
以
上
都
内
に
居
住
し
て

い
る
⑥　

歳
以
上
、
あ
る
い
は
身
体
障

５０

害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
１
〜

４
級
の
方
及
び
生
活
保
護
受
給
者
等
で

⑦
原
則
と
し
て
現
在
同
居
し
て
い
る
親

族
が
い
な
い
単
身
者
の
方
。

※
募
集
戸
数
な
ど
は
、
募
集
の
案
内
を

ご
覧
下
さ
い
。

○
申
込
用
紙
配
布
期
間　
　

月
１
日

１１

（
月
）
〜　

日
（
水
）

１０

※
３
日
（
祝
）
・
６
日
（
土
）
・
７
日

（
日
）
は
都
庁
、
東
京
都
住
宅
供
給
公

社
募
集
セ
ン
タ
ー
で
配
布
し
、
６
日

（
土
）
・
７
日
（
日
）
は
市
民
課
駅
前

連
絡
所
で
も
配
布
し
ま
す
。

○
配
布
場
所　

住
宅
課
（
中
町
第
二
庁

舎
１
階
）
、
市
政
情
報
や
ま
び
こ
（
中

町
分
庁
舎
１
階
）
、
南
・
な
る
せ
駅
前

・
鶴
川
・
忠
生
・
堺
・
小
山
の
各
市
民

セ
ン
タ
ー
、
市
民
課
駅
前
連
絡
所
、
木

曽
山
崎
・
玉
川
学
園
文
化
の
各
セ
ン
タ

ー※
セ
ン
タ
ー
等
は
部
数
に
限
り
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。

○
応
募　

郵
送
で　

月　

日
ま
で
に
渋

１１

１５

谷
郵
便
局
に
届
い
た
も
の
に
限
り
受
け

付
け
ま
す
。

□問
 

東
京
都
住
宅
供
給
公
社
募
集
セ
ン
タ

ー
11
０
５
７
０
・
０
１
０
８
１
０
ま
た

は
町
田
市
住
宅
課
11
７
２
４
・
１
１
３

０町
田
市
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護

運

営

審

議

会

　

傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に

「
市
政
情
報
や
ま
び
こ
」
（
11
７
２
４

・
８
４
０
７
）
へ
ご
連
絡
下
さ
い
。

○
日
時　
　

月
８
日
（
月
）
午
前　

時

１１

１０

〜
正
午

○
会
場　

市
役
所
地
下
特
別
会
議
室

（
大
）

町
田
市
新
庁
舎
建
設
基
本
計
画
策
定
委

員
会市

民

部

会

　

①
施
設
分
科
会
②
市
民
利
用
分
科
会

③
ま
ち
づ
く
り
分
科
会
の
３
つ
の
分
科

会
を
開
催
し
ま
す
。

　

傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
事
前
に
企

画
調
整
課
（
11
７
２
４
・
２
１
０
３
）

ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

○
日
時　
　

月　

日
（
土
）
午
前　

時

１１

１３

１０

〜
正
午

○
会
場　

森
野
分
庁
舎
４
階
第
２
〜
４

会
議
室

○
定
員　

分
科
会
ご
と　

人
（
申
し
込

１０

み
順
）

※
駐
車
場
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

都
市
計
画
案

ご

覧

下

さ

い

　

都
市
計
画
案
「
町
田
都
市
計
画
生
産

緑
地
地
区
の
変
更
」
に
つ
い
て
ご
覧
に

な
れ
ま
す
。

　

縦
覧
期
間
中
、
住
民
及
び
利
害
関
係

人
は
、
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

○
縦
覧
期
間　
　

月
４
日
（
木
）
〜　

１１

１８

日
（
木
）

※
土
・
日
曜
日
を
除
く
。

○
縦
覧
時
間　

午
前
８
時　

分
〜
午
後

３０

５
時

○
縦
覧
場
所　

都
市
計
画
課
（
中
町
第

三
庁
舎
１
階
）

□問
 

都
市
計
画
課
11
７
０
９
・
０
５
６
１

成
人
歯
科
健
康
診
査

　

歯
の
健
康
の
保
持
を
目
的
と
し
て
健

診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

○
対
象　

健
診
日
に　

歳
〜　

歳
の

４０

６５

町
田
市
民
（
１
年
に
１
回
受
け
ら
れ

ま
す
）

○
内
容　

問
診
、
歯
周
疾
患
等
の
診

査
、
予
防
指
導

○
費
用　

４
０
０
円

○
申
し
込
み　

協
力
歯
科
医
院
に
直
接

お
申
し
込
み
下
さ
い
。

※
健
康
手
帳
を
お
持
ち
の
方
は
ご
持
参

下
さ
い
。

【
非
負
担
者
に
つ
い
て
】

　

次
の
方
は
無
料
と
な
り
ま
す
。

○
２
０
０
４
年
度
の
市
民
税
非
課
税
世

帯
の
方

○
生
活
保
護
受
給
世
帯
の
方

※
病
・
医
院
で
渡
さ
れ
る
受
診
票
で
、

当
日
、
負
担
・
非
負
担
の
届
け
出
を
し

て
下
さ
い
。

　平成１６年分給与所得の年末調
整の仕方と法定調書及び給与支
払報告書の提出に関する説明会
を上表のとおり開催します。当
日出席できない方はほかの会場
でも説明を受けられます。
　また、給与支払報告書の配付
は上記会場及び市民税課・各市
民センター等（１１月１日から）

で行います。なお、電算機用連
続用紙は上記会場及び市民税課
のみの配付となります。
※車での来場はご遠慮下さい。
□問 給与所得の年末調整、法定調
書事務について＝町田税務署
11７２８・７２１１、給与支払報告
書事務について＝町田市市民
税課11７２４・２１１４

※受付開始時刻は開会３０分前です。

薬
剤
師
に
よ
る

薬

の

相

談

年末調整等説明会開催のお知らせ
対象地域所在地会場時間期日

金井・金井町・野津田町
・小野路町・大蔵町・鶴
川・三輪町・三輪緑山・
能ヶ谷町・真光寺・真光
寺町・薬師台・広袴・広
袴町

大蔵町　
１９８１－４

鶴川市民
センター

午後１時３０分
～４時　

１１月１２日
（金）

相原町・小山町・小山ヶ
丘・山崎町・忠生・根岸
町・図師町・上小山田町
・下小山田町・矢部町・
常盤町・小山田桜台

忠生　
３－１４－２

忠生市民
センター午後１時３０分

～４時　
１１月１６日
（火）

官公庁・中町・原町田・
高ヶ坂・南大谷・東玉川
学園・成瀬台原町田　　

５－８－２１健康福祉会館

午前９時３０分
～正午　１１月１８日

（木）
木曽町・森野・旭町・本
町田・玉川学園

午後１時３０分
～４時　

金森・鶴間・小川・つく
し野・南つくし野・南成
瀬・成瀬・成瀬が丘

金森１７００南 市 民
センター

午後１時３０分
～４時　

１１月１９日
（金）

昨年とは会場
が異なります（ ）

落合　敏氏



２００４．１１．１ （５）

口
座
番
号
＝
０
０
５
３
０－

２－

２
０
０
０
／
口
座
名
義
＝
日
本
赤
十
字
社
新
潟
県
支
部　

※
郵
便
振
替
で
振
替
用
紙
に
は
「
新
潟
地
震
」
と
明
記

　

ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
・
紙
芝
居
・

絵
本
な
ど
で
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過

ご
し
ま
し
ょ
う
。

【
中
央
図
書
館
】11
７
２
８
・
８
２
２
０

○
期
日　
　

月　

日
、　

日
、　

日
、

１１

１０

１７

２４

　

月
８
日
、　

日
、　

日

１２

１５

２２

○
時
間
・
内
容　

午
後
２
時
か
ら
＝
ち

い
さ
い
子
む
け
、
午
後
３
時
か
ら
＝
お

お
き
い
子
む
け

〈
映
画
会
〉

○
期
日　
　

月
１
日

１２

○
時
間　

午
後
３
時
か
ら

○
会
場　

６
階
ホ
ー
ル

【
さ
る
び
あ
図
書
館
】
11
７
２
２
・
３

７
６
８

○
期
日　
　

月　

日
、　

日
、　

月
８

１１

１０

２４

１２

日
、　

日
２２

○
時
間　

各
日
午
後
３
時
か
ら

【
鶴
川
図
書
館
】11
７
３
５
・
５
６
９
１

○
期
日　
　

月　

日
、　

日
、　

月
８

１１

１０

２４

１２

日
、　

日
２２

○
時
間　

各
日
午
後
３
時
か
ら

【
金
森
図
書
館
】11
７
１
０
・
１
７
１
７

○
期
日　
　

月　

日
、　

日
、　

日
、

１１

１０

１７

２４

　

月
１
日
、
８
日
、　

日
、　

日

１２

１５

２２

定
例
自
然
観
察
会

【
木
の
実
を
さ
が
そ
う
】

○
日
時　
　

月
７
日
（
日
）
午
前
９
時

１１

　

分
〜　

時　

分
（
雨
天
中
止
）

３０

１１

３０

○
集
合
場
所　

忠
生
が
に
や
ら
自
然
館

※
駐
車
場
が
狭
い
た
め
、
公
共
交
通
機

関
を
ご
利
用
下
さ
い
。

□問
 

忠
生
が
に
や
ら
自
然
館
11
７
９
２
・

１
３
２
６

忠
生
公
園

福

祉

講

座

【
利
用
者
本
位
の
サ
ー
ビ
ス
の
実
現
に

向
け
て
「
成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て
」】

　

直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

○
日
時　
　

月　

日
（
金
）
午
後
６
時

１１

１２

〜
８
時

○
会
場　

ひ
か
り
療
育
園

○
講
師　

成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
ぱ
あ
と

な
あ
東
京
顧
問
・
金
川
洋
氏

□問
 

ひ
か
り
療
育
園
11
７
９
４
・
０
７
３

０ ひ
か
り
療
育
園

青

年

講

座

ま
ち
だ
中
央
公
民
館
・
町
田
国
際
交
流

セ
ン
タ
ー
共
催

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
ば
あ
ん

【
①
親
子
陶
芸
教
室
】

○
対
象　

小
学
生
以
上
の
子
と
そ
の

親
、　

歳
未
満
の
方
（
小
学
生
だ
け
の

１８

参
加
も
で
き
ま
す
）

○
期
日
・
内
容　
　

月　

日
（
土
）
＝

１１

１３

制
作
、　

日
（
土
）
＝ 
釉  
薬 
か
け

ゆ
う 
や
く

２７

○
時
間　

午
前　

時
〜
正
午

１０

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

３０

○
費
用　

１
人
３
０
０
円

【
②
七
宝
焼
き
教
室
】

○
対
象　

小
学
生
〜　

歳
１８

○
日
時　
　

月　

日
（
祝
）
午
前　

時

１１

２３

１０

　

分
〜
正
午
、
午
後
１
時　

分
〜
３
時

３０

３０

○
定
員　

各
組　

人
（
申
し
込
み
順
）

１０

○
費
用　

５
０
０
円

○
内
容　

オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー

と
バ
ッ
チ
作
り

催

し

　

直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

【
チ
ビ
ッ
コ
あ
そ
び
隊
】

○
対
象　

乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

○
日
時
・
会
場　
　

月
１
日
（
月
）
午

１１

前　

時　

分
〜　

時
＝
ひ
な
た
村
（
第

１０

３０

１１

１
レ
ク
ル
ー
ム
）
、　

月
８
日
（
月
）

１１

午
前　

時
〜　

時　

分
＝
小
山
市
民
セ

１１

１１

４５

ン
タ
ー
（
ホ
ー
ル
）

○
内
容　

ス
キ
ン
シ
ッ
プ
を
中
心
と
し

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
ば
あ
ん
・
南
大
谷
子

ど
も
ク
ラ
ブ

た
親
子
あ
そ
び
、
体
操
、
運
動
、
工
作

等【
の
び
っ
こ
あ
そ
び
隊
】

○
対
象　

０
歳
〜　

歳
ま
で
の
子
ど
も

１８

（
未
就
学
児
は
、
保
護
者
同
伴
）

○
日
時　
　

月　

日
（
土
）
午
後
１
時

１１

２７

〜
３
時

○
会
場　

野
津
田
公
園
（
芝
生
広
場
）

○
内
容　

車
輪
転
が
し
や
ド
ン
ジ
ャ
ン

ケ
ン
、
大
縄
、
高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
よ
る
シ
ョ
ー
タ
イ
ム
等

□問
 

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
ば
あ
ん
11
７
８
８

・
４
１
８
１
、
南
大
谷
子
ど
も
ク
ラ
ブ

11
７
３
９
・
６
７
９
１

養
育
家
庭
体
験
発
表
会

　

い
ろ
い
ろ
な
理
由
で
親
と
一
緒
に
く

ら
す
こ
と
の
で
き
な
い
子
ど
も
た
ち
を

家
庭
に
迎
え
て
家
族
と
一
緒
に
生
活
し

養
育
す
る
「
養
育
家
庭
制
度
」
を
ご
存

知
で
す
か
？
よ
り
多
く
の
方
に
こ
の
制

度
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
体
験

発
表
会
を
行
い
ま
す
。

○
日
時　
　

月　

日
（
木
）
午
後
２
時

１１

１１

〜
４
時

○
会
場　

町
田
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

○
定
員　

１
０
０
人
（
申
し
込
み
順
）

※
託
児
（
人
数
に
限
り
有
り
）
希
望
の

方
は
、
申
し
込
み
の
際
に
お
申
し
出
下

さ
い
。

○
申
し
込
み　

電
話
で
子
ど
も
家
庭
支

援
セ
ン
タ
ー
（
11
７
１
０
・
１
５
２

家
庭
教
育
学
級

【
親
の
ス
ト
レ
ス
、
子
ど
も
の
ス
ト
レ

ス
】

　

可
愛
い
我
が
子
で
も
、
時
に
は
お
互

い
の
気
持
ち
が
通
じ
な
い
こ
と
も
あ

る
。
そ
ん
な
ス
ト
レ
ス
を
超
え
て
、
楽

し
む
子
育
て
の
方
法
を
探
し
て
み
ま
せ

ん
か
？

　

左
表
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

○
対
象　

市
内
在
住
の
１
・
２
歳
児
を

持
つ
親
と
子
（
子
ど
も
は
別
室
で
保
育

と
な
り
ま
す
）

○
会
場　

ま
ち
だ
中
央
公
民
館

○
定
員　
　

人
（
抽
選
）

２０

○
費
用　

１
０
７
４
円
（
お
や
つ
代
、

ノ
ー
ト
代
）

○
申
し
込
み　

往
復
ハ
ガ
キ
に
講
座
名

・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
子
ど
も

の
氏
名
・
生
年
月
日
・
年
齢
・
性
別
を

明
記
し
、　

月　

日
ま
で
（
必
着
）
に

１１

１９

ま
ち
だ
中
央
公
民
館
（
〒　

－

０
０
１

１９４

３
、
原
町
田
６－

８－

１
、
11
７
２
８

・
０
０
７
１
）
へ
。

乳
幼
児
を
持
つ
親
の
た
め
の

お
や
こ
で　

あ
・
そ
・
ぼ
っ
！

【
そ
れ
ゆ
け
！
ワ
ッ
シ
ョ
イ　

も
ち
つ

き
合
戦
！
】

　

「
餅
つ
き
と
豚
汁
作
り
」
に
挑
戦
し

ま
す
。

○
対
象　

市
内
在
住
の
年
長
児
（
４
月

に
１
年
生
に
な
る
お
子
さ
ん
）
〜
小
学

３
年
生
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者
（
必
ず

親
子
で
参
加
し
て
下
さ
い
）

※
対
象
以
外
の
お
子
さ
ん
同
伴
は
ご
遠

慮
下
さ
い
。

○
日
時　
　

月　

日
（
日
）
午
前　

時

１１

２１

１０

〜
午
後
３
時

○
集
合　

大
地
沢
青
少
年
セ
ン
タ
ー

○
定
員　

親
子
あ
わ
せ
て　

人
（
抽

５０

選
）

○
費
用　

５
０
０
円
（
材
料
費
、
保
険

料
等
）

○
申
し
込
み　

往
復
ハ
ガ
キ
（
１
組

１
枚
）
に
参
加
者
全
員
の
氏
名
・
お
子

さ
ん
の
学
年
・
住
所
・
電
話
番
号
を
明

記
し
、　

月　

日
ま
で
（
必
着
）
に
児

１１

１０

童
青
少
年
課
（
〒　

－

０
０
２
２
、
森

１９４

野
１－

　

－

　

、
11
７
２
４
・
２
１
８

３３

１０

２
）
へ
。

お

は

な

し

会

市
立
図
書
館

家庭教育学級日程表
講師・担当内　　容日　時

公民館職員
保育士保育面接１０：００～１２月１日

（水） １１：００～

公民館職員講座オリエンテーション
自己紹介

１２月１０日
（金）

立教大学社会福祉
研究所

汐見和恵氏
子育てと家族、パートナー

午前１０時
　～正午

１２月１７日
（金）

学童保育指導員
大畑真由美氏

楽しんじゃおう子育て①
　絵本の楽しい読み聞かせ

１月１２日
（水）

文教大学教授
石川洋子氏子どもの心１月２１日

（金）
明治学院高校教員

武部信隆氏男の子育て体験記１月２８日
（金）

保育士楽しんじゃおう子育て②
　体を動かしていっしょに遊ぼう

２月４日
（金）

子育てアドバイザー
永井和子氏みんなの悩み聞いてみよう①２月９日

（水）
おもちゃ美術館職員

菊池貴美江氏
楽しんじゃおう子育て③
　おもちゃを手作りしてみよう

２月１６日
（水）

フリーライター
武田祐子氏

自分の時間を探す
　～例えば公民館で学ぶ

２月２３日
（水）

グループ話し合いみんなの悩み聞いてみよう②３月４日
（金）

公民館職員
保育士

楽しんじゃおう子育て④
　おでかけしてみよう

３月９日
（水）
※原則お子さんは別室で保育になります。

町
田
市
民
ホ
ー
ル
事
業�

休

館

日
　
第
１
・
３
月
曜
日
（
祝
日
の
と
き
は
そ
の
翌
日
）�

受
付
時
間
　
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時�

○
時
間　

各
日
午
後
３
時
か
ら

【
木
曽
山
崎
図
書
館
】
11
７
９
３
・
６

７
６
７

○
期
日　
　

月　

日
、　

日
、　

日
、

１１

１０

１７

２４

　

月
８
日
、　

日
、　

日

１２

１５

２２

○
時
間　

各
日
午
後
３
時
か
ら

〈
お
母
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
入
れ
る
お

は
な
し
会
〉

○
期
日　
　

月　

日
、　

月　

日

１１

２４

１２

２２

○
時
間　

午
後
２
時　

分
か
ら

２０

〈
映
画
会
〉

○
期
日　
　

月
１
日

１２

○
時
間　

午
後
３
時
か
ら

【
堺
図
書
館
】
11
７
７
４
・
２
１
３
１

○
期
日　
　

月　

日
、　

日
、　

月
８

１１

１０

２４

１２

日
、　

日
２２

○
時
間　

各
日
午
後
３
時
か
ら

〈
映
画
会
〉

○
期
日　
　

月　

日
、　

月　

日

１１

１７

１２

１５

○
時
間　

午
後
３
時
か
ら

流
！
】

　

市
内
在
住
の
外
国
人
の
方
が
故
郷
の

文
化
を
紹
介
し
ま
す
。

　

下
表
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
で

全
回
参
加
で
き
る
方

○
時
間　

午
前　

時
〜
正
午

１０

○
会
場　

ま
ち
だ
中
央
公
民
館

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

３０

○
費
用　

１
０
０
０
円
（
材
料
費
）

○
申
し
込
み　

直
接
ま
た
は
電
話
で
ま

ち
だ
中
央
公
民
館
（
11
７
２
８
・
０
０

７
１
）
へ
。

○
申
し
込
み　

①
は　

月
１
日
午
前

１１

　

時
か
ら
、
②
は　

日
午
前　

時
か
ら

１０

１３

１０

直
接
ま
た
は
電
話
で
子
ど
も
セ
ン
タ
ー

ば
あ
ん
（
11
７
８
８
・
４
１
８
１
）
へ

（
申
込
者
は
本
人
ま
た
は
、
保
護
者
に

限
り
ま
す
）
。

【
異
文
化
体
験　

ご
近
所
で
国
際
交

保育園子育てひろば事業　　□問 子育て支援課11７２４・２１３８
会　場日　時内　容保育園
鶴川

中央公園
（雨天中止）

１１月１３日（土）
　１０：００～１４：００
（いろんな小動物とふれあえます）

ふれあい動物園き き ょ う
保 育 園
11７３５・２２４２ 鶴川市民

センター
ホール

１２月１２日（日）
ききょう太鼓もあります
１３：００開場／１３：３０開演

荒馬座公演
（民舞と太鼓）

同　園
１１月２日（火）
　１０：００～１１：００
１１月１６日（火）
　１０：００～１１：００

親子遊び
「みんなでゲーム」
ダンス
「みんなで踊ろう」

小 山
保 育 園
11７９７・３０４２ 小山内裏

公園
１１月２４日（水）
　１０：３０～１１：３０
（こうさぎ保育園との共催）

小山内裏公園で
　　　　　遊ぼう

同　園
１１月１日（月）
　９：３０～１０：３０
１１月２６日（金）
　９：３０～１０：３０

みんなのひろば光 の 原
保 育 園
11７８８・５３８１

同　園１１月１８日（木）
　９：３０～１０：３０

救急手当講座
（消防署の職員による）

同園
ホール

１１月２０日（土）
　１０：００～１１：００

人形劇
 赤ずきんちゃん
　　＆　なかよし

ゆ う き 山
保 育 園
11７３７・７６０７

同　園
１１月１０日・１７日・２４日（水）、
５日・１２日・１９日・２６日（金）
全て１０：３０～１１：２０

あそびのひろば
（申込不要・直接
どうぞ）森 野

保 育 園
11７２２・０３５２ 同　園

１１月１３日（土）
　１０：００～１２：００
（申し込み不要直接おいで下さい）

体操のお姉さんと
　　　　　遊ぼう

同　園
１１月１日・８日・１５日
・２２日・２９日（月）
全て１０：３０～１１：３０

なかよしひろば
本 町 田
保 育 園
11７２３・２７８９ 同　園

１１月９日（火）
　乳児１０：００～１１：００
１１月１１日（木）
　幼児１０：００～１１：００

げんキッズと
　　　　　遊ぼう

１１月は保育展を行っています。市内の認可保育園全４４園でいろいろな催しをしていま
す。保育園に入所していないお子さんも参加できますので、お気軽に近くの保育園にあ
そびに来て下さい。詳しい日程や内容は、各園にお問い合わせ下さい。また、各保育園
と子育てひろばカレンダー配布場所で、保育展のリーフレットを配布しています。
※内容についてのお問い合わせは各園にお願いします。
※市内保育園２５か所で子育てひろば事業を実施しています。詳
しくは子育てひろばカレンダーをご覧下さい（上記保育園や
各市民センター等約７０か所で配布しています）。

青年講座日程表
講　師内　容期　　日

一橋大学教授
横田雅弘氏地域・個人の国際交流のために

（土）

１１月２７日

市内在住外国人

各国文化紹介①　ロシア１２月４日
各国文化紹介②　英国１２月１１日

各国文化紹介③　セネガル２００５年
１月２２日

各国文化紹介④　インドネシア１月２９日
各国文化紹介⑤　韓国２月５日

ＪＩＣＡ八王子職員
佐々木大吾氏国際協力への道２月１９日

※日程は変更になる場合があります。

問い合せ先（11）主　催入場料催　　し　　物時　間期日

７２０・６１２８小田急友の会会　員レディスシネマサロン
「アイ・ラヴ・ピース」

１３：００～
１５：３０

１６日
（火）

０４６・　　
２７４・３１３９

南翔一郎
音楽事務所３，０００円南翔一郎＆雁正太郎

チャリティコンサート
１１：００～
１６：００

１７日
（水）

７２８・４３００町田市民ホール３，０００円爆笑スーパーライブ１８：３０～
２０：３０

１８日
（木）

７２６・９３２５町田演劇鑑賞会会　員ＰＩＡＦ（ピアフ）１８：３０～
２０：３０

１９日
（金）

７２８・４３００町田市民ホール
４，０００円中丸三千繪

ソプラノリサイタル
１７：００～
１９：００

２０日
（土）

５００円西東京文化交流
第７回東京多摩太鼓祭り

１２：００～
１６：３０

２１日
（日）

７９６・９２８５アンサンブル・
シルバーベルズ無　料第８回定期演奏会１３：３０～

１５：３０
２３日
（祝）

７２５・２０６９
小林俊彦・和賀子
フラメンコ舞踏スタジオ
「エル・カスティージョ」

前売り
２，５００円
当日
３，０００円

第５回小林俊彦・和賀子
フラメンコ舞踏スタジオ
（エル・カスティージョ）生徒発表会
～「スペインの風景」～

１７：００～
２０：４５

２７日
（土）

７２２・３３０２スガナミ楽器（株）無　料
スガナミ楽器オータムコンサート２００４
ポピュラーミュージックスクール

合同発表会
未　定２８日

（日）

町田市民ホール　１１月後半の催し物 □問 町田市民ホール11７２８・４３００

※ここに掲載した催し物は、一般市民の入場可能な催し物（政治団体、宗教団
体等が主催するものを除く）です。①定員になり次第入場をお断りします。
②内容等は変更する場合があります。③１１月の休館日は１日、１５日です。

直接町田市民ホールへおいで下さい。

１１月１４日（日）　午前１１時開演

第２５回町田市合唱連盟

合 唱 祭

５
）
へ
。

（４） ２００４．１１．１

新
潟
県
中
越
地
震
災
害
義
援
金

ご
協
力
を

□問
 

日
本
赤
十
字
社
東
京
都
支
部
11　

・
５
２
７
３
・
６
７
４
３

０３

地
区
計
画
の
変
更
原
案

　

町
田
都
市
計
画
相
原
・
小
山
地
区
地

区
計
画
の
変
更
原
案
を
ご
覧
（
縦
覧
）

い
た
だ
け
ま
す
。
縦
覧
期
間
中
、
利
害

関
係
人
は
、
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
変
更
原
案
の
内
容
等
に
つ
い

て
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

○
変
更
内
容　

本
年
４
月
１
日
に
、

八
王
子
市
と
町
田
市
の
行
政
境
界
変
更

（
約
３
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
が
行
わ
れ
た
こ

と
を
受
け
て
、
相
原
・
小
山
地
区
地
区

計
画
の
区
域
等
を
一
部
変
更
し
ま
す
。

○
縦
覧
期
間　
　

月
８
日
（
月
）
〜　

１１

２２

日
（
月
）
、
土
・
日
曜
日
を
除
く

○
時
間　

午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時

３０

○
縦
覧
場
所　

都
市
計
画
課
（
中
町
第

三
庁
舎
１
階
）

【
説
明
会
】

○
日
時　
　

月　

日
（
水
）
午
後
２
時

１１

１０

〜
３
時

○
会
場　

小
山
市
民
セ
ン
タ
ー
第
一
会

議
室

□問
 

都
市
計
画
課
11
７
０
９
・
０
５
６
４

ご

覧

下

さ

い

み
ん
な
の
お
で
か
け
マ
ッ
プ
の

　

町
田
市
バ
リ
ア
フ
リ
ー
マ
ッ
プ
（
市

の
補
助
事
業
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
が
運
営
）

の
冊
子
版
「
み
ん
な
の
お
で
か
け
マ
ッ

プ
」
の
改
訂
版
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の

改
訂
版
は
Ａ
４
サ
イ
ズ
で
作
成
し
て
お

り
、
掲
載
内
容
も
見
や
す
く
な
っ
て
い

ま
す
。

　

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
:/
/

w
w
w
.b
a
r
r
ie
r
fr
e
e

‐m
a
c
h

id
a
.c
o
m

）
を
ご
覧
下
さ
い
。

改
訂
版
が
で
き
ま
し
た

　

み
ん
な
の
お
で
か
け
マ
ッ
プ
は
市
役

所
本
庁
舎
の
福
祉
総
務
課
等
で
無
料
配

布
し
て
い
ま
す
。

□問
 

福
祉
総
務
課
11
７
２
４
・
２
１
３
３

南

多

摩

斎

場

臨
時
休
場
し
ま
す

○
休
場
日　
　

月　

日
（
火
）
＝

１１

１６

通
常
休
場
日
（
友
引
）
、　

日
１７

（
水
）
＝
保
守
点
検
に
伴
う
臨
時

休
場
日

※
火
葬
業
務
は　

日
、　

日
は
休

１６

１７

場
し
ま
す
。
受
付
、
霊
安
室
業
務

は
平
常
ど
お
り
実
施
し
ま
す
。

※
式
場
は
、　

日
の
通
夜
か
ら
利

１５

用
で
き
ま
せ
ん
。　

日
通
夜
か
ら

１７

利
用
で
き
ま
す
。

□問
 

南
多
摩
斎
場
11
７
９
７
・
７
６

４
１

高
齢
者
入
院
見
舞
金

　
　

日
以
上
継
続
し
て
入
院
し
た
高
齢

３０
者
の
方
に
入
院
見
舞
金
を
支
給
し
て
き

ま
し
た
が
、
平
成　

年
５
月　

日
を
も

１６

３１

っ
て
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

　

た
だ
し
、
平
成　

年
５
月　

日
ま
で

１６

３１

に　

日
以
上
継
続
し
て
入
院
し
て
い
た

３０
方
は
支
給
の
対
象
に
な
り
ま
す
の
で
、

お
早
め
に
申
請
手
続
き
を
し
て
下
さ
い

（
５
月
３
日
以
降
に
入
院
し
た
場
合
は

対
象
に
な
り
ま
せ
ん
）
。

　

申
請
書
の
受
付
は
平
成　

年
３
月　

１７

３１

日
ま
で
で
す
。

○
対
象
者　

町
田
市
の
○老
 

受
給
者
証
、

高
齢
受
給
者
証
ま
た
は
○福
 

医
療
証
を

お
持
ち
の
方
で
市
内
に
１
年
以
上
居
住

し
、
本
人
の
前
年
の
所
得
が
基
準
額
＝

右
下
表
（
１
月
〜
６
月
ま
で
の
入
院
に

つ
い
て
は
前
々
年
の
所
得
）
以
下
の
方

○
支
給
額　

１
万
円

※
介
護
保
険
の
入
院
は
対
象
に
な
り
ま

せ
ん
。

※
入
院
日
数
は
１
つ
の
医
療
機
関
で
の

日
数
で
す
。

※
平
成　

年
３
月　

日
以
前
の
入
院

１２

３１

は
、
７
日
以
上
入
院
し
た
場
合
に
入
院

日
数
に
よ
り
見
舞
金
を
支
給
し
ま
す

（
時
効
は
５
年
で
す
）
。

○
申
請
に
必
要
な
も
の　

①
入
院
期
間

を
確
認
で
き
る
も
の
（
領
収
書
・
入
院

証
明
書
等
）
②
印
鑑
（
認
印
で
も
可
）

③
○老
 

受
給
者
証
、
高
齢
受
給
者
証
ま
た

は
○福
 

医
療
証
④
受
給
者
本
人
の
振
込
口

座
（
郵
便
局
は
除
く
）
が
わ
か
る
も
の

□問
 

高
齢
者
医
療
課
11
７
２
４
・
２
１
４

４ 高齢者入院見舞金
所得基準額表

所得基準額（円）扶養人数

２，５７２，００００人

３，０５２，０００１人

３，４３２，０００２人

３，８１２，０００３人

申
請
は
お
済
み
で
す
か
？

　
　

月　

日
（
水
）
、　

日
（
木
）
の

１２

２９

３０

２
日
間
に
、
保
護
者
の
方
が
就
労
の
た

め
家
庭
で
保
育
で
き
な
い
場
合
、
こ
う

さ
ぎ
保
育
園
及
び
金
森
保
育
園
の
２
園

で
お
子
さ
ん
を
お
預
か
り
し
ま
す
。

○
対
象　

市
内
在
住
ま
た
は
市
内
の
認

可
保
育
園
に
在
園
の
、　

月
１
日
現
在

１２

満
６
か
月
〜
就
学
前
の
子
ど
も
で
、
保

護
者
の
就
労
に
よ
り
保
育
が
必
要
で
あ

る
こ
と

○
時
間　

午
前
７
時
〜
午
後
７
時
の
間

で
保
護
者
の
方
の
就
労
時
間

○
定
員　

各
園
１
日　

人
、
０
歳
児
は

３０

３
人
ま
で

※
申
込
人
数
が
５
人
未
満
の
場
合
は
年

末
保
育
を
行
い
ま
せ
ん
。

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、　

月　

日

１２

１４

（
火
）
午
後
１
時
か
ら
子
育
て
支
援
課

で
公
開
抽
選
を
行
い
ま
す
。

○
費
用　

午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時

３０

で
４
時
間
以
内
＝
１
６
０
０
円
、
４
時

間
以
上
＝
３
２
０
０
円
／
午
前
７
時
〜

８
時　

分
、
午
後
５
時
〜
７
時
は
１
時

３０

間
に
つ
き
６
０
０
円　

○
申
し
込
み　

申
請
書
（
町
田
市
内
認

可
保
育
園　

か
所
及
び
子
育
て
支
援
課

４４

で　

月
１
日
〜　

月
３
日
に
配
布
）
及

１１

１２

び
年
末
勤
務
証
明
書
を　

月　

日
ま
で

１２

１０

（
必
着
）
に
年
末
保
育
実
施
園
に
提
出

し
て
下
さ
い
（
郵
送
可
）
。

※
受
付
時
間
は
午
前
８
時　

分
〜
午
後

３０

５
時
で
す
。

※
申
込
受
付
終
了
後
、
承
認
通
知
書
を

郵
送
し
ま
す
。
そ
の
際
に
納
入
通
知
書

を
同
封
し
ま
す
の
で
、　

月　

日
ま
で

１２

２７

に
費
用
を
納
入
し
て
下
さ
い
（
納
入
さ

れ
た
費
用
は
返
還
し
ま
せ
ん
）
。

□問
 

子
育
て
支
援
課
11
７
２
４
・
２
１
３

８

年

末

保

育

お

知

ら

せ

【
日
曜
支
払
い
相
談
窓
口
を
開
設
し
ま

す
】

　

国
民
健
康
保
険
税
の
お
支
払
い
や
、

ご
相
談
を
お
受
け
す
る
日
曜
支
払
い
相

談
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。
当
日
は
、
各

種
届
け
出
も
お
受
け
し
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
利
用
下
さ
い
。

　

な
お
、
届
出
に
必
要
な
書
類
は
、
事

前
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

○
日
時　
　

月
７
日
（
日
）
午
前
９
時

１１

〜
午
後
４
時

○
会
場　

国
保
年
金
課
（
市
役
所
４

階
）

【
納
付
推
進
員
が
巡
回
し
て
い
ま
す
】

　

国
民
健
康
保
険
税
納
付
推
進
員
が
市

内
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
お
宅
を

訪
問
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
国
民
健

康
保
険
税
の
口
座
振
替
の
勧
奨
や
保
険

税
の
趣
旨
の
普
及
の
た
め
に
巡
回
す
る

も
の
で
、
同
時
に
保
険
税
の
お
支
払
い

国
保
年
金
課
か
ら
の

税

の

説

明

会

　

市
で
は
、　

を
超
え
る
特
定
非
営
利

９０

活
動
法
人
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
）
が
設
立
認

証
を
受
け
、
そ
れ
ぞ
れ
に
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
法
人
を
設
立
し
、
運
営
す

る
な
か
で
は
、
税
に
関
す
る
悩
み
や
疑

問
も
多
く
抱
え
て
い
る
よ
う
で
す
。
そ

こ
で
、
国
・
都
・
市
共
催
の
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
。

　

直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

○
対
象　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
方
、
同
法
人

の
設
立
を
予
定
し
て
い
る
方
、
こ
の
テ

ー
マ
に
興
味
を
お
持
ち
の
方

○
日
時　
　

月　

日
（
月
）
午
後
２
時

１１

１５

〜
３
時　

分
３０

○
会
場　

町
田
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
３
階

ホ
ー
ル

○
内
容　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
関
わ
る
国
税

に
つ
い
て
（
町
田
税
務
署
）
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
に
関
わ
る
都
税
に
つ
い
て
（
八
王

子
都
税
事
務
所
）
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
関

わ
る
市
税
に
つ
い
て
（
町
田
市
役
所
）

○
定
員　

１
８
０
人
（
先
着
順
）

□問
 

市
民
活
動
振
興
課
11
７
２
３
・
２
８

９
１

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
た
め
の

シ

ニ

ア

塾

【
健
康
講
座
〜
骨
粗
し
ょ
う
症
の
予
防

と
対
策
〜
】

○
対
象　

市
内
在
住
の　

歳
以
上
の
方

６０

○
日
時　
　

月
２
日
（
木
）
午
後
１
時

１２

　

分
〜
３
時　

分

３０

３０

町
田
市
み
ど
り
ク
ラ
ブ
連
合
会

○
会
場　

な
る
せ
駅
前
市
民
セ
ン
タ
ー

○
講
師　

日
本
成
人
病
予
防
協
会
・
安

村
禮
子
氏

○
定
員　

１
０
０
人
（
抽
選
）

○
費
用　

２
０
０
円
（
実
費
）

○
申
し
込
み　

往
復
ハ
ガ
キ
に
講
座
名

・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
電
話

番
号
を
明
記
し
、　

月　

日
ま
で
（
必

１１

１５

着
）
に
町
田
市
み
ど
り
ク
ラ
ブ
連
合
会

（
〒　

－

０
０
２
２
、
町
田
市
森
野
１

１９４

－

１－

　

わ
く
わ
く
プ
ラ
ザ
町
田
内
、

１５

11
７
２
５
・
４
６
１
３
）
へ
。

□問
 

高
齢
者
福
祉
課
11
７
２
４
・
２
１
４

１

講

演

会

○
日
時　
　

月　

日
（
水
）
午
後
２
時

１１

１０

〜
４
時

○
会
場　

町
田
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

○
内
容　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
的
ケ
ア
推

進
の
重
要
性

町
田
市
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

○
講
師　

高
齢
者
痴
呆
介
護
研
究
・
研

修
東
京
セ
ン
タ
ー
・
永
田
久
美
子
氏

○
申
し
込
み　

電
話
で
高
齢
者
福
祉
課

（
11
７
２
１
・
０
９
１
２
）
へ
。

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

初

心

者

教

室

○
対
象　

市
内
在
住
の
初
心
者
で
全
回

参
加
で
き
る
方

○
期
日　
　

月　

日
（
水
）
、　

日

１１

１０

１１

（
木
）
、
予
備
日
＝　

日
（
金
）

１２

○
時
間　

午
前
９
時　

分
〜
午
後
３
時

３０

○
会
場　

芹
ケ
谷
公
園
多
目
的
広
場

○
申
し
込
み　

所
定
の
用
紙
（
町
田
市

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
に
あ
り
ま
す
）
に

記
入
し
、　

月
４
日
・
５
日
の
午
前　

１１

１０

時
〜
午
後
３
時
の
間
に
同
協
会
（
せ
り

が
や
会
館
内
11
７
２
２
・
２
２
５
３
）

へ
。

□問
 

高
齢
者
福
祉
課
11
７
２
４
・
２
１
４

１

　

寝
た
き
り
の
原
因
と
な
る
骨
折
の
予

防
や
、
運
動
機
能
の
低
下
を
防
止
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
、
日
常
生
活
に
必

要
な
筋
肉
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
で
す
。

○
対
象　

鶴
間
・
南
つ
く
し
野
・
つ
く

し
野
・
小
川
・
成
瀬
が
丘
・
南
成
瀬
・

金
森
・
高
ヶ
坂
・
成
瀬
・
成
瀬
台
・
東

玉
川
学
園
に
お
住
ま
い
の　

歳
以
上

６０

で
、
筋
力
の
低
下
に
よ
り
歩
行
な
ど
の

日
常
生
活
に
支
障
が
あ
り
、
介
護
保
険

要
介
護
認
定
で
自
立
か
ら
要
介
護
２
ま

で
の
認
定
を
受
け
た
（
同
程
度
の
方
を

含
む
）
、
全
回
参
加
可
能
な
方

○
期
間　

２
０
０
５
年
１
月
５
日
〜
３

月　

日
（
毎
週
水
曜
日
と
金
曜
日
、
全

２５

　

回
）

２２○
定
員　
　

人
程
度

１０

○
会
場　

悠
々
園
（
能
ヶ
谷
町
）

※
希
望
さ
れ
る
方
は
ご
自
宅
近
く
か
ら

施
設
ま
で
送
迎
を
行
い
ま
す
。

○
費
用　

１
万
２
０
０
０
円
（
１
回
当

た
り
５
５
０
円
程
度
）
、
別
途
傷
害
保

険
料
（
１
５
０
０
円
）
等
の
自
己
負
担

が
あ
り
ま
す
。

○
申
し
込
み　

参
加
申
込
書
（
高
齢
者

福
祉
課
、
募
集
地
域
を
担
当
す
る
在
宅

介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
）
に

必
要
事
項
を
明
記
し
、　

月　

日
ま
で

１１

１７

（
必
着
）
に
高
齢
者
福
祉
課
（
〒　

－１９４

８
５
２
０
、
中
町
１－

　

－

　

、
11
７

２０

２３

２
４
・
２
１
４
６
）
へ
。

　

ド
ン
グ
リ
、
ス
ス
キ
、
竹
な
ど
自
然

の
材
料
を
使
い
思
い
っ
き
り
楽
し
ん
で

み
ま
せ
ん
か
。

　

直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

○
日
時　
　

月
７
日
午
前　

時
〜
午
後

１１

１０

３
時
（
雨
天
中
止
）

○
会
場　

か
し
の
木
山
自
然
公
園

○
内
容　

自
然
と
遊
ぼ
う
＝
竹
鉄
砲
遊

び
、
竹
ぽ
っ
く
り
、
竹
馬
、
天
秤
棒
、

ひ
っ
つ
き
虫
遊
び
▽
自
然
で
作
ろ
う
＝

竹
楽
器
作
り
と
合
奏
、
ミ
ニ
竹
ぼ
う

き
、
コ
ッ
プ
、
竹
踏
み
、
竹
ぽ
っ
く

り
、
木
の
実
の
ペ
ン
ダ
ン
ト
、
木
の
実

の
笛
、
ス
ス
キ
の
み
み
ず
く
、
葉
っ
ぱ

の
工
作
、
風
ぐ
る
ま
▽
自
然
を
学
ぼ
う

＝
き
り
も
み
火
起
こ
し
、
園
内
ミ
ニ
観

察
会
、
望
遠
鏡
体
験
コ
ー
ナ
ー
、
ク
イ

ズ
コ
ー
ナ
ー
▽
自
然
を
飲
も
う
＝
い
ろ

い
ろ
な
味
と
効
能
が
楽
し
め
る
野
草
茶

※
昼
食
は
各
自
で
ご
用
意
下
さ
い
。

※
園
内
で
は
、
飲
食
物
は
販
売
し
て
い

ま
せ
ん
。

○
交
通　

町
田
バ
ス
セ
ン
タ
ー　

番
乗

１４

り
場
か
ら
成
瀬
台
行
き
バ
ス
で
「
大
谷

原
」
下
車
、
徒
歩
５
分

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

□問
 

か
し
の
木
山
自
然
公
園
「
森
の
家
」

11
７
２
４
・
１
６
６
０

お

知

ら

せ

　

健
康
福
祉
会
館
鶴
川
分
館
の
電

話
は
、　

月
末
で
１
回
線
を
廃
止

１０

し
ま
し
た
。　

月
か
ら
は
「
11
７

１１

３
６
・
１
６
０
０
」
の
１
回
線
で

の
応
対
と
な
り
ま
す
（
職
員
が
不

在
の
場
合
は
、
健
康
課
に
電
話
が

転
送
さ
れ
ま
す
）
。

□問
 

健
康
課
11
７
２
５
・
５
４
７
１

健
康
福
祉
会
館
鶴
川
分
館
の

11
７
２
６
・
６
５
７
０   

　

０
歳
〜
就
学
前
ま
で
の
発
達
相

談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

○
相
談
時
間　

月
〜
金
曜
日
の
午

前
８
時　

分
〜
午
後
５
時

３０

子
ど
も
発
達
セ
ン
タ
ー

す

み

れ

教

室

も
う
け
た
ま
わ
っ
て
い
ま
す
。
納
付
推

進
員
は
身
分
を
証
明
す
る
た
め
、
胸
に

納
付
推
進
員
証
を
つ
け
て
い
ま
す
の

で
、
ご
確
認
下
さ
い
。

◇

□問
 

国
保
年
金
課
11
７
２
４
・
２
１
２
５

利
用
で
き
ま
せ
ん

　
　

月　

日
（
木
）
は
午
後
２
時

１１

１１

か
ら
市
役
所
本
庁
舎
の
総
合
訓
練

の
た
め
、
一
般
駐
車
場
の
利
用
が

で
き
ま
せ
ん
。

　

市
役
所
第
二
駐
車
場
を
ご
利
用

下
さ
い
。

□問
 

管
財
課
11
７
２
４
・
２
１
６
５

市
役
所
一
般
駐
車
場



（６） ２００４．１１．１

　

分
〜
４
時

３０○
講
師　

コ
ン
シ
ュ
ー
マ
ー
技
術
教
育

研
究
会
・
佐
藤
典
子
氏

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

１６

【
学
習
会
「
賢
い
薬
の
消
費
者
に
な
ろ

う
〜
く
す
り
の
効
き
方
・
飲
み
方
・
使

い
方
〜
」
】

○
日
時　
　

月　

日
（
木
）
午
前　

時

１１

２５

１０

〜
正
午

○
講
師　

明
治
薬
科
大
学
教
授
・
越
前

宏
俊
氏

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

３５

　
　
　
　
　
　
　

◇

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の

方○
会
場　

町
田
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

○
申
し
込
み　
　

月
１
日
午
前
９
時
か

１１

ら
電
話
で
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
11
７

２
５
・
８
８
０
５
）
へ
。

※
託
児
（
２
歳
以
上
、
人
数
に
限
り
あ

り
）
を
希
望
の
方
は
、
申
し
込
み
の
際

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

【
脳
は
使
っ
て
鍛
え
よ
う
】

　

い
つ
ま
で
も
自
分
ら
し
く
イ
キ
イ
キ

と
生
き
る
こ
と
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た

め
の
毎
日
の
コ
ツ
に
つ
い
て
考
え
ま

す
。

　

直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

※
会
場
へ
は
公
共
交
通
機
関
で
お
い
で

下
さ
い
。

□問
 

高
齢
者
福
祉
課
11
７
２
４
・
２
１
４

６
　

ひ
な
た
村
で
練
習
を
積
ん
で
き
た

「
初
心
者
演
劇
教
室
」
と
卒
業
生
の
劇

団
「
ひ
な
た
村
劇
団
」
が
日
ご
ろ
の
成

果
を
発
表
し
ま
す
。

【
「
万
歳
岬
」
＝
初
心
者
演
劇
教
室
】

　

第
二
次
世
界
大
戦
末
期
、
サ
イ
パ
ン

島
に
起
き
た
悲
劇
を
描
き
ま
す
。

【
「
ホ
ス
ピ
ス
」
＝
ひ
な
た
村
劇
団
】

　

人
生
の
末
期
を
迎
え
た
患
者
達
を
収

容
す
る
ホ
ス
ピ
ス
。
こ
ん
な
ホ
ス
ピ
ス

痴
ほ
う
予
防
講
演
会

　

地
元
建
築
職
人
に
よ
る
包
丁
研
ぎ

や
、
ま
な
板
削
り
（
有
料
）
な
ど
の
奉

仕
活
動
と
無
料
住
宅
相
談
等
を
行
い
ま

す
。

○
日
時　
　

月
７
日
（
日
）
午
前　

時

１１

１０

〜
午
後
３
時

○
会
場　

玉
川
学
園
商
店
街
増
田
屋
と

な
り
、
森
野
３
丁
目
町
内
会
館
、
横
浜

銀
行
成
瀬
支
店
前
、忠
生
一
丁
目（
有
）

辻
井
商
店
町
田
営
業
所
前
、
コ
ー
プ
と

う
き
ょ
う
・
と
き
わ
店
前
、
薬
師
池
・

市
川
商
店
駐
車
場
、
小
山
郵
便
局
前
ト

ヨ
タ
西
東
京
カ
ロ
ー
ラ
駐
車
場

□問
 

東
京
土
建
町
田
支
部
11
７
２
２
・
０

１
４
１
、
町
田
市
経
済
振
興
課
11
７
２

４
・
２
１
２
９

【
テ
ス
ト
教
室
「
身
近
な
環
境
問
題
を

考
え
る
」

－

ラ
ッ
プ
の
素
材
テ
ス
ト
と

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ゴ
ミ
問
題

－

】

○
日
時　
　

月　

日
（
火
）
午
後
１
時

１１

１６

【
い
る
か
丘
陵
と
こ
と
ん
巡
り
２
０
０

４
鶴
見
川
源
流
編
Ⅵ
】

　

源
流
泉
の
ひ
ろ
ば
を
は
じ
め
、
鶴
見

川
源
流
域
の
谷
戸
、
尾
根
を
、
自
然
に

親
し
み
な
が
ら
歩
き
ま
す
。

鶴
見
川
流
域
水
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

催

し

　

パ
ソ
コ
ン
に
ま
っ
た
く
触
れ
た
こ
と

の
な
い
方
の
た
め
に
、
パ
ソ
コ
ン
の
基

礎
的
な
操
作
方
法
を
習
得
し
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
や
電
子
メ
ー
ル
を
楽
し
ん
で

い
た
だ
く
た
め
の
講
習
で
す
。

○
対
象　

市
内
在
住
で
お
お
む
ね　

歳
５５

以
上
の
パ
ソ
コ
ン
初
心
者

○
会
場　

わ
く
わ
く
プ
ラ
ザ
町
田

○
定
員　

各
コ
ー
ス　

人
（
抽
選
）

２０

○
費
用　

テ
キ
ス
ト
代
実
費

○
申
し
込
み　

左
表
の
講
習
会
一
覧
か

ら
希
望
の
コ
ー
ス
を
選
び
、
往
復
ハ
ガ

キ
（
１
人
１
枚
）
に
講
座
番
号
（
第
２

希
望
ま
で
）
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
を
明
記
し
、　

月　

日
ま
で

１１

１０

（
必
着
）
に
町
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
（
〒　

－

０
０
２
２
、
森
野
１

１９４

－

１

－　
わ
く
わ
く
プ
ラ
ザ
町
田
内
、

１５

11
７
２
３
・
２
１
４
７
）
へ
。

□問
 

高
齢
者
福
祉
課
11
７
２
４
・
２
１
４

６

ま
ち
だ
市
民
大
学
Ｈ
Ａ
Ｔ
Ｓ
「
ま
ち
だ

の
福
祉
」

公

開

講

座

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
新
時
代
に
向
け
て

－

福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
現
状
と
課

題

－

】

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
動
向
な
ど
も
踏
ま

え
、
地
域
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
現
状

を
把
握
し
、
新
し
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

時
代
へ
、
今
あ
る
課
題
に
つ
い
て
考
え

て
い
き
ま
す
。

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の

方○
日
時　
　

月　

日
（
土
）
午
後
２
時

１１

１３

〜
４
時

○
会
場　

市
役
所
森
野
分
庁
舎

○
講
師　

世
田
ヶ
谷
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協

会
理
事
長
・
興
梠
寛
氏

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

３０

○
申
し
込
み　

電
話
で
ま
ち
だ
市
民
大

学
（
11
７
２
９
・
１
１
９
５
）
へ
。

【「
町
田
市
子
ど
も
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」

と
身
近
な
子
育
て
支
援
に
つ
い
て
】

　

今
回
の
交
流
会
で
は
、
現
在
策
定
中

の
「
町
田
市
子
ど
も
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
」
や
地
域
の
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

懇
談
す
る
予
定
で
す
。
子
育
て
支
援
に

関
心
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご
参
加
下
さ

い
。

○
日
時　
　

月　

日
（
火
）
午
前　

時

１１

１６

１０

〜
正
午

○
会
場　

町
田
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
３
階

男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー
多
目
的
室

○
申
し
込
み　

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

町
田
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン

タ
ー
（
11
6
７
２
４
・
０
９
０
１
）

へ
。

　

当
日
、
直
接
参
加
も
受
け
付
け
ま

す
。

※
お
子
さ
ん
連
れ
の
方
は
、
同
室
で
保

育
も
あ
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
い

で
下
さ
い
。

痴ほう予防講演会日程表
場　所時　間期　日

南市民センター
第２会議室

午後２時
～３時３０分

１１月５日
（金）

なるせ駅前市民セン
ター第１Ａ会議室

午前１０時
～１１時３０分

１１月１１日
（木）

堺市民センター
第１会議室

午後２時
～３時３０分

１１月１６日
（火）

木曽山崎センター
Ｂ館大会議室

午前１０時
～１１時３０分

１１月２５日
（木）
※各会場とも同じ内容です。

町
田
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン

タ
ー交

流

会

市
立
室
内
プ
ー
ル

利
用
で
き
ま
せ
ん

　
　

月
６
日
（
土
）
、
７
日（
日
）

１１
は
日
本
マ
ス
タ
ー
ズ
水
泳
長
距
離

大
会
の
た
め
、
プ
ー
ル
の
一
般
利

用
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
は
利
用
で
き

ま
す
。

□問
 

市
立
室
内
プ
ー
ル
11
７
９
２
・

７
７
６
１

日　　　　時催し名〈対象／定員／費用等〉施設名
午後３時３０分～５時 
６日（土）＝のぼり人形 
１３日（土）＝おしゃれ飾り箱 
２０日（土）＝へんしんカード 
２７日（土）＝ヘリコプター

楽しい工作教室 
〈小学生以上または保護者同伴の乳幼児〉

子 ど も 
センター 
ば あ ん 
11７８８
 ・４１８１ 
休館日は 
毎週（火）
 
２４日（水）
２５日（木） 
は祝日振 
替で休館

１１月１日（月）、１５日（月）
午前１１時～１１時３０分

おはなしはじまるよ＝乳幼児向けのお話会　
〈乳幼児とその保護者〉

毎週金曜日午前１１時～１１時３０分キッズアタック＝スキンシップを中心にした親子遊び 
〈乳幼児とその保護者〉

毎週水曜日午前１１時～１１時３０分ヤンチャッチャ＝子ども達の集団あそび、リトミック、
ゲーム、工作等　〈３歳以上児とその保護者〉

毎週水曜日午後３時３０分～５時工作ばんばん（１０日＝プカプカ、１７日＝ガリガリプロペラ、２４日
＝ふわふわひこうき）　〈小学生以上または保護者同伴の幼児〉

南 大 谷
子 ど も
ク ラ ブ 

11７３９ 
 ・６７９１

毎週木曜日午前１１時～１１時３０分 
※１１月生まれの子のお誕生会は
１１月４日です。

ぴっころタイム（親子遊び） 
親子でのスキンシップ遊び、ゲームや工作など
〈乳幼児とその保護者〉

毎週木曜日　午後４時～５時
みんなでわいわい「あそぼぉ～や」 
学年をこえてみんなでゲームや集団あそびを行います。
内容は来てのお楽しみ！　〈小学生以上〉

１１月９日（火）　午後４時～５時おりがみだいすき！　『あそび編』
～バッタとパクパクカラスを作ろう～　

１１月１２日（金）　午前１０時３０分～
正午
※雨天延期、その場合は１９日（金）
になります。

乳幼児企画
親子でチャレンジ！さつまいも掘りにいこう 
〈２歳以上のお子さんとその保護者、定員２０組、費用３００
円、１１月１日午前１０時から直接または電話で受付〉

１１月１０日（水）、２２日（月）
午後４時３０分～５時

おはなしなぁに　
〈小学生以上または保護者同伴の乳幼児〉

１１月３０日（火）
午後３時３０分～４時３０分

みなみっ子シアター（映画会）
『たぬきの糸車』、『ふしぎなメルモ』

１１月１３日（土）　午後１時３０分～
３時３０分 
※雨天延期、その場合は２７日
（土）になります。

うきうきサタデーズ　～さつまいも掘りに行こう～ 
〈小学生以上、定員２０人、費用３００円、１１月１日午前１０時
から直接または電話で受付〉

毎週　水曜日・土曜日
午後３時～４時

全体遊び「はだしの王様」～学年を超えた遊び～　
〈小学生以上〉

玉　 川
学 園 
子 ど も 
ク ラ ブ 
ころころ 
児 童 館 

11７１０ 
 ・１４７５

１１月４日（木）午後３時３０分～５時自由工作の日　今月のテーマ「変わる絵」〈小学生以上〉

１１月６日（土）
午前１０時３０分～午後０時３０分

２００４ころころセミナーⅡ 
「馬頭琴アンサンブルとスーホーの白い馬」 
〈子ども広場にて〉

１１月１日（月）午後３時３０分～４時「お話し、いっちに」小学生版　〈小学生以上＞

１１月１２日（金）午前１１時３０分～正午「おはなし、いっちに」（乳幼児向け） 
手遊び、パネル・シアターほか〈乳幼児とその保護者〉

１１月１３日（土）
午前１０時３０分～午後２時

シリーズ企画ビオ・トープ 
「やってみよう、太陽電池で水循環」 
〈小学生以上（親子参加歓迎）、費用１００円、１１月１日午前１０
時から直接または電話で受付〉

１１月１７日（水）
①午後３時～３時３０分 
②３時４０分～４時１０分 
③４時２０分～４時５０分

Ｍｒ．メビタ・マーのふしぎ工作
「とび出す空気で遊ぼう」 
〈小学生以上、１１月１日午前１０時から直接または電話で
受付〉

１１月１９日（金）午後３時３０分～５時折り紙遊び「小鳥」　〈小学生以上〉
１１月１６日（火）午前１１時～１１時３０分ころころキッズ（乳幼児向けの遊び）〈乳幼児とその保護者〉
１１月９日（火）午後３時～３時３０分プーきち劇場（人形劇）　〈幼児から〉
１１月２２日（月）午後３時３０分～４時シアターころころ「あったてんがのう」　〈幼児から〉

　原則として乳幼児とその保護者、１８歳までの方が利用できます。
※詳細は各施設へお問い合わせ下さい。※申し込みについて特記のない催しは、直接会場へおいで下さい。

子どもセンター・子どもクラブ　１１月の催し □問 児童青少年課11７２４・２１８２

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

合

同

発

表

会

初
心
者
演
劇
教
室
・
ひ
な
た
村
劇
団

秋
の
住
宅
デ
ー

○
日
時　
　

月　

日
（
日
）
午
前
９
時

１１

１４

　

分
〜
午
後
３
時　

分

３０

３０

○
集
合
場
所　

小
山
田
桜
台
バ
ス
停
、

午
前
９
時　

分
集
合

３０

○
内
容　

小
山
田
桜
台
〜
都
立
小
山
田

緑
地
み
は
ら
し
広
場
、
約
８　

（
健
脚

km

向
き
）

○
費
用　

５
０
０
円
（
保
険
・
資
料

代
）

□問
 

鶴
見
川
源
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
所

11
７
９
８
・
２
６
９
３
、
町
田
市
下
水

道
総
務
課
11
７
２
０
・
１
８
１
１

パ
ソ
コ
ン
講
習
会

健

康

教

室

○
対
象　
　

歳
以
上
の
方

５０

○
日
時　
　

月　

日
（
日
）
午
前　

時

１１

２１

１０

〜
正
午
（
午
前
９
時　

分
か
ら
受
付
）

３０

○
会
場　

協
栄
ス
イ
ミ
ン
グ
ク
ラ
ブ
町

田○
内
容　

水
中
歩
行
及
び
ス
ト
レ
ッ
チ

○
講
師　

文
部
科
学
省
認
定
教
師
ほ
か

○
定
員　
　

人
（
抽
選
）

５０

○
費
用　

５
２
５
円
（
当
日
徴
収
）

○
申
し
込
み　

往
復
ハ
ガ
キ
に
教
室
名

を
書
き
、
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）

・
年
齢
・
電
話
番
号
を
明
記
し
、　

月
１１

　

日
ま
で
（
必
着
）
に
町
田
市
水
泳
協

１４会
（
〒　

－

０
０
３
５
、
忠
生
２－

３

１９４

－

１
、
協
栄
ス
イ
ミ
ン
グ
ク
ラ
ブ
町
田

内
）
へ
。

□問
 

体
育
協
会
事
務
局

中
高
年
水
中
運
動

水

泳

教

室

○
対
象　
　

歳
以
上
の
方

５０

○
日
時　
　

月　

日
（
日
）
午
後
２
時

１１

２１

〜
４
時
（
午
後
１
時　

分
か
ら
受
付
）

３０

○
会
場　

協
栄
ス
イ
ミ
ン
グ
ク
ラ
ブ
町

田○
講
師　

文
部
科
学
省
認
定
教
師
ほ
か

○
定
員　
　

人
（
抽
選
）

５０

中
高
年
初
心
者

ス
ポ
ー
ツ
教
室

市
民
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

　

直
接
集
合
場
所
へ
お
い
で
下
さ
い
。

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の

小
学
生
以
上
の
方
及
び
会
員

○
日
時　
　

月　

日
（
水
）

１１

１０

○
集
合
場
所
・
時
間　

Ｊ
Ｒ
横
浜
線
相

模
原
駅
前
、
午
前
９
時　

分
集
合

３０

○
費
用　

１
人
５
０
０
円
、
会
員
２

０
０
円
（
当
日
徴
収
）

○
コ
ー
ス　

相
模
原
駅
前
〜
小
山
内
裏

公
園
〜
都
立
大
学
〜
富
士
見
台
公
園

（
昼
食
）
〜
永
林
禅
寺
〜
長
沼
公
園
〜

野
猿
峠
〜
打
越
弁
財
天
〜
Ｊ
Ｒ
横
浜
線

片
倉
駅
前
解
散
午
後
４
時
ご
ろ
（
全
行

程
約　
　

）

１６
km

□問
 

体
育
協
会
事
務
局

町田市パソコン講習会日程表
時　間曜　日期　日講座番号

９：００～１７：３０土～日４日～５日

１２月

４２
９：００～１２：００月～金６日～１０日４３
９：００～１２：００火～土１４日～１８日４４
１３：００～１６：００火～土１４日～１８日４５
９：００～１２：００火～土１１日～１５日

２００５年
１月

４６
１３：００～１６：００火～土１１日～１５日４７
９：００～１２：００月～金２４日～２８日４８
９：００～１７：３０土～日２９日～３０日４９

が
あ
っ
た
ら
…

　
　
　
　
　
　
　

◇

○
日
時
・
内
容　
　

月
６
日
（
土
）
午

１１

後
１
時　

分
か
ら
＝
「
ホ
ス
ピ
ス
」
、

３０

午
後
３
時　

分
か
ら
＝
「
万
歳
岬
」
▽

１０

７
日
（
日
）
午
後
１
時　

分
か
ら
＝

３０

「
万
歳
岬
」
、
午
後
２
時　

分
か
ら

４０

「
ホ
ス
ピ
ス
」

○
会
場　

ひ
な
た
村
カ
リ
ヨ
ン
ホ
ー
ル

□問
 

ひ
な
た
村
11
７
２
２
・
５
７
３
６

【
地
区
健
康
体
操
教
室
】

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の

　

歳
以
上
の
方

１８○
期
間　
　

月
２
日
〜
２
０
０
５
年
３

１２

月　

日
（　

月　

日
、　

日
、
２
０
０

３１

１２

２３

３０

５
年
１
月
６
日
を
除
く
）
毎
週
木
曜
日

（
全　

回
）

１５

○
時
間　

午
前
９
時　

分
〜　

時　

分

４５

１１

１５

○
会
場　

旧
緑
ヶ
丘
小
学
校
体
育
館

○
定
員　
　

人
５０

○
費
用　

３
６
０
０
円

○
申
し
込
み　

往
復
ハ
ガ
キ
（
１
教
室

に
つ
き
１
人
１
枚
）
に
教
室
名
・
住
所

・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
・
年
齢
（
教
室

初
日
現
在
）
・
電
話
番
号
・
市
外
在
住

の
方
は
勤
務
先
ま
た
は
学
校
名
と
そ
の

所
在
地
を
明
記
し
、　

月　

日
ま
で

１１

１２

（
消
印
有
効
）
に
ス
ポ
ー
ツ
課
へ
。

※
定
員
を
超
え
た
場
合
、
初
参
加
者
優

先
の
う
え
抽
選
と
な
り
ま
す
。

○
費
用　

５
２
５
円
（
当
日
徴
収
）

○
申
し
込
み　

往
復
ハ
ガ
キ
に
教
室
名

を
書
き
、
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）

・
年
齢
・
電
話
番
号
を
明
記
し
、　

月
１１

　

日
ま
で
（
必
着
）
に
町
田
市
水
泳
協

１４会
（
〒　

－

０
０
３
５
、
忠
生
２

－

３

１９４

－

１
、
協
栄
ス
イ
ミ
ン
グ
ク
ラ
ブ
町
田

内
）
へ
。

□問
 

体
育
協
会
事
務
局



２００４．１１．１ （７）

護
福
祉
士
・
ヘ
ル
パ
ー
２
級
以
上
の
資

格
を
お
持
ち
で
ヘ
ル
パ
ー
経
験
が
あ
る

普
通
自
動
車
免
許
を
お
持
ち
の
方
／
勤

務
日
時
＝
①
応
相
談
②
週
５
日
午
前
８

時　

分
〜
午
後
５
時
（
変
則
勤
務
あ

３０
り
）
内
容
＝
①
介
護
保
険
・
支
援
費
制

度
に
よ
る
在
宅
で
の
仕
事
②
ヘ
ル
パ
ー

業
務
の
調
整
等
／
申
し
込
み
＝
電
話
連

絡
の
う
え
、
履
歴
書
を
郵
送
で
同
セ
ン

タ
ー
（
〒　

－

０
０
４
３
、
成
瀬
台
３

１９４

－

　

－

１
、
11
７
２
０
・
２
２
０
２
）

２４
へ
。　

●
第
三
ま
ち
だ
福
祉
作
業
所
通
所
者
募

集
　

資
格
＝
市
内
在
住
の　

歳
〜　

歳
く

１８

４０

ら
い
ま
で
の
方
で
、
愛
の
手
帳
を
お
持

ち
の
一
人
通
所
可
能
な
方
／
作
業
内
容

・
日
時
＝
室
内
作
業
（
パ
ッ
キ
ン
は
ず

し
、
各
種
袋
作
業
）
…
月
〜
金
曜
日
午

前
９
時
〜
午
後
４
時
、
屋
外
作
業
（
清

掃
作
業
）
…
月
・
水
・
金
曜
日
／
人
員

＝
若
干
名
／
□問
 

同
作
業
所
11
6
７
２
９

・
６
５
８
０

●
子
ど
も
の
森
保
育
園
職
員
募
集

　

資
格
＝
看
護
師
資
格
を
お
持
ち
の
方

／
詳
細
は
同
園
（
11
７
９
８
・
７
３
２

１
）
へ
。

●
重
度
知
的
障
が
い
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム　

ホ
ー
ム
・
ま
な
宿
泊
ス
タ
ッ
フ
募

集
　

勤
務
日
時
＝
月
〜
金
曜
日
、
午
後
４

時
〜
午
前
９
時
、
週
１
泊
以
上
（
仮
眠

あ
り
）
／
内
容
＝
男
性
寮
（
成
瀬
）
の

入
居
者
の
生
活
支
援
／
人
員
＝
若
干
名

／
□問
 

ホ
ー
ム
・
ま
な
11
７
２
５
・
８
６

９
３
（
午
後
４
時
以
降
）

●
自
衛
官
採
用
案
内

　

職
種
＝
２
等
陸
・
海
・
空
士
／
資
格

＝　

〜　

歳
未
満
の
男
子
／
２
０
０
５

１８

２７

年
１
月
入
隊
／
受
付
期
間
＝　

月　

日

１１

３０

ま
で
／
□問
 

自
衛
隊
町
田
募
集
案
内
所
11

７
２
３
・
１
１
８
６
、
Ｅ
メ
ー
ルtk

y
p
lo
4
4
@
o
r
io
n
.o
c
n
.n
e
.jp

●
レ
モ
ン
グ
ラ
ス
・
バ
ザ
ー

　

日
時
＝　

月
３
日
午
前　

時
〜
午
後

１１

１０

３
時
／
会
場
＝
喫
茶
店
・
レ
モ
ン
グ
ラ

ス
／
□問
 

町
田
ゆ
め
工
房
11
７
８
２
・
１

４
９
１

●
小
山
田
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
・

転
倒
予
防
教
室

　

日
時
＝　

月　

日
午
後
１
時　

分
か

１１

１２

３０

ら
／
会
場
＝
忠
生
市
営
住
宅
集
会
場
／

講
師
＝
竹
下
玉
枝
氏
／
申
し
込
み
＝　
１１

月
５
日
ま
で
に
電
話
で
同
セ
ン
タ
ー

（
11
７
９
７
・
８
０
３
２
）
へ
。

●
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
就
業
支
援

講
習
「
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス
」

　

対
象
＝　

歳
以
上
で
同
セ
ン
タ
ー
に

６０

新
規
入
会
し
就
業
で
き
る
方
／
期
間
＝

２
０
０
５
年
１
月　

日
〜　

日
の
６
日

１７

２５

間
、
午
前　

時
〜
午
後
４
時
／
会
場
＝

１０

東
京
し
ご
と
セ
ン
タ
ー
／
定
員
＝　

人
２２

（
選
考
）
／
申
し
込
み
＝
往
復
ハ
ガ
キ

に
コ
ー
ス
名
・
住
所
・
氏
名
・
生
年
月

日
・
電
話
番
号
を
明
記
し
、　

月　

日

１１

１７

ま
で
（
必
着
）
に
（
財
）
東
京
し
ご
と

財
団
（
〒　

－

０
０
７
２
、
千
代
田
区

１０２

飯
田
橋
３－

　

－

３
、
11　

・
５
２
１

１０

０３

１
・
２
３
２
７
）
へ
。

●
東
京
都
シ
ル
バ
ー
パ
ス
を
発
行
し
ま

す
　

対
象
＝
都
内
に
お
住
ま
い
の　

歳
以

７０

上
の
方
／
有
効
期
間
＝
発
行
日
〜
２
０

０
５
年
９
月　

日
／
利
用
可
能
な
交
通

３０

機
関
＝
都
営
地
下
鉄
、
都
電
、
都
バ

ス
、
及
び
都
内
民
営
バ
ス
（　

社
）
／

２５

発
行
窓
口
＝
シ
ル
バ
ー
パ
ス
取
扱
バ
ス

営
業
所
、
都
営
地
下
鉄
定
期
券
発
売
所

等
／
申
し
込
み
＝
満　

歳
に
な
る
月
の

７０

初
日
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。
次
の
も
の

を
お
持
ち
下
さ
い
▽
市
民
税
が
課
税
の

方
…
費
用
（
２
万
５
１
０
円
）
、
住
所

・
氏
名
・
生
年
月
日
が
確
認
で
き
る
本

人
確
認
書
類
（
保
険
証
・
運
転
免
許
証

等
）
▽
市
民
税
が
非
課
税
の
方
…
費
用

（
１
０
０
０
円
）
、
住
所
・
氏
名
・
生

年
月
日
が
確
認
で
き
る
本
人
確
認
書
類

（
保
険
証
・
運
転
免
許
証
等
）
、
住
民

税
非
課
税
証
明
書
か
生
活
保
護
受
給
証

明
書
／
□問
 

（
社
）
東
京
バ
ス
協
会
シ
ル

バ
ー
パ
ス
専
用
電
話
11　

・
５
３
０
８

０３

・
６
９
５
０
、
東
京
都
福
祉
保
健
局
在

宅
支
援
課
11　

・
５
３
２
０
・
４
２
７

０３

５●
町
田
・
八
王
子
障
が
い
者
就
職
面
接

会

　

日
時
＝　

月　

日
午
後
１
時
〜
４
時

１１

１８

（
午
後
３
時　

分
ま
で
受
付
）
／
会
場

３０

＝
総
合
体
育
館
／
参
加
企
業
＝　

社
３０

（
予
定
）
／
□問
 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
町
田
11

７
３
２
・
８
６
０
９

●
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

　

直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
／
日
時

＝　

月　

日
午
後
２
時　

分
〜
４
時
５

１１

１３

３０

分
／
会
場
＝
ひ
な
た
村
／
内
容
＝
マ
リ

ン
バ
コ
ン
サ
ー
ト
、
オ
ペ
ラ
「
泣
い
た

赤
鬼
」
よ
り
／
□問
 

東
京
町
田
サ
ル
ビ
ア

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
11
７
２
９
・
１
１

２
２

●
町
田
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
・

バ
ザ
ー

　

日
時
＝　

月　

日
午
前　

時
〜
午
後

１１

１４

１０

３
時
（
雨
天
実
施
）
／
会
場
＝
ぽ
っ
ぽ

町
田
／
□問
 

町
田
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
セ
ン

タ
ー
11
７
２
５
・
４
４
６
５

●
ま
ち
だ
明
和
寄
席

　

日
時
＝　

月　

日
午
後
７
時
開
演
／

１１

１２

会
場
＝
コ
メ
ッ
ト
会
館
／
出
演
＝
林
家

彦
い
ち
、
春
風
亭
柳
好
／
費
用
＝
前
売

１
２
０
０
円
（
電
話
予
約
）
、
当
日
１

５
０
０
円
／
□問
 

明
和
荘
タ
イ
ム
ス
11
７

２
６
・
９
８
４
９

●
町
田
青
年
会
議
所
地
域
教
育
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
「
限
り
な
い
可
能
性
を
秘
め
た

子
供
た
ち
の
た
め
に
…
」

　

直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
／
日
時

＝　

月　

日
午
後
７
時
〜
９
時　

分
／

１１

１１

３０

会
場
＝
町
田
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
／
講
師

＝
杉
並
区
立
和
田
中
学
校
校
長
・
藤
原

和
博
氏
／
□問
 

同
会
議
所
11
７
２
５
・
７

５
６
５

●
あ
ら
ぐ
さ
作
業
所
・
収
穫
祭

　

模
擬
店
、
各
種
催
し
物
／
日
時
＝　
１１

月
６
日
午
前　

時
〜
午
後
３
時
／
会
場

１１

＝
同
作
業
所
（
下
小
山
田
町
）
／
□問
 

同

作
業
所
11
７
９
８
・
０
３
８
８

●
秋
の
火
災
予
防
運
動
「
火
は
消
し

た
？　

い
つ
も
心
に　

き
い
て
み
て
」

　

期
間
＝　

月
９
日
〜　

日
／
①
住
ま

１１

１５

い
の
防
火
対
策
を
進
め
よ
う
②
事
業
所

の
防
火
安
全
対
策
を
進
め
よ
う
③
地
域

の
防
火
安
全
対
策
を
進
め
よ
う

【
市
民
の
防
災
キ
ャ
ン
パ
ス
】

　

日
時
＝　

月
７
日
午
前　

時
か
ら
／

１１

１０

会
場
＝
町
田
市
民
タ
ー
ミ
ナ
ル
広
場

（
東
急
ハ
ン
ズ
横
）
／
内
容
＝
初
期
消

火
、
応
急
救
護
訓
練
ほ
か

【
消
防
演
習
】

　

日
時
＝　

月
９
日
午
前
９
時
か
ら
／

１１

会
場
＝
東
急
百
貨
店
町
田
店
／
内
容
＝

東
急
百
貨
店
町
田
店
自
衛
消
防
隊
・
町

田
消
防
署
消
防
隊
に
よ
る
消
防
訓
練
／

□問
 

町
田
消
防
署
11
７
２
２
・
０
１
１
９

内
線
５
２
１

●
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
地
域
福
祉
活

動
費
配
分
の
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

　

対
象
事
業
＝
町
田
市
民
を
対
象
に
地

域
の
さ
さ
え
あ
い
活
動
を
自
主
的
に
実

施
し
て
い
る
団
体
が
行
う
事
業
で
、
原

則
と
し
て
他
か
ら
の
援
助
が
得
ら
れ
な

い
事
業
／
申
請
書
配
布
・
受
付
期
間
＝

　

月
１
日
〜　

月　

日
／
□問
 

町
田
市
社

１１

１２

２８

会
福
祉
協
議
会
11
７
２
２
・
４
８
９
８

●
支
援
費
と
介
護
保
険
の
統
合
問
題
〜

主
に
知
的
障
が
い
を
視
点
と
し
て

　

町
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
・
町
田
市

社
会
福
祉
法
人
施
設
等
連
絡
会
の
共
催

研
修
会
で
す
／
日
時
＝　

月
６
日
午
前

１１

　

時
〜
午
後
０
時　

分
／
会
場
＝
町
田

１０

３０

市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
／
駐
車
場
は
あ
り
ま

せ
ん
／
申
し
込
み
＝　

月
４
日
正
午
ま

１１

で
に
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
氏
名
・
電

話
番
号
を
明
記
）
で
ひ
あ
た
り
野
津
田

（
11
７
３
６
・
８
４
２
１
、
6
７
３
６

・
８
５
８
８
）
へ
。

●
東
京
家
政
学
院
大
学
秋
季
公
開
講
座

【
「
老
い
」
を
考
え
る－

日
本
の
文
化

に
み
る
「
老
い
」
の
表
象－

】

　

対
象
＝
社
会
人
／
日
時
＝　

月　
１１

２０

日
、　

日
、　

月
４
日
、　

日
、
午
後

２７

１２

１１

１
時
〜
２
時　

分
／
会
場
＝
同
大
学
／

３０

講
師
＝
同
大
学
日
本
文
化
学
科
教
員
／

定
員
＝　

人
（
抽
選
）
／
申
し
込
み
＝

４０

往
復
ハ
ガ
キ
に
講
座
名
・
住
所
・
氏
名

（
ふ
り
が
な
）
・
年
齢
・
性
別
・
電
話

番
号
を
明
記
し
、　

月
５
日
ま
で
（
必

１１

着
）
に
同
大
学
公
開
講
座
係
（
〒　

－１９４

０
２
９
２
、
相
原
町
２
６
０
０
、
11
７

●
町
田
商
工
会
議
所
・
日
本
語
文
書
処

理
技
能
３
級
検
定
試
験

　

期
日
＝　

月
５
日
／
会
場
＝
Ｄ
Ａ
Ｉ

１２

－

Ｘ
町
田
校
／
費
用
＝
６
１
２
０
円
／

申
し
込
み
＝　

月
９
日
〜　

日
に
直
接

１１

１１

同
会
議
所
へ
／
□問
 

同
会
議
所
11
７
２
２

・
５
９
５
７

●
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
成
瀬
非
常
勤
職
員
募

集【
①
登
録
ヘ
ル
パ
ー
②
ヘ
ル
パ
ー
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
補
佐
】

　

資
格
＝
①
介
護
福
祉
士
・
ヘ
ル
パ
ー

２
級
以
上
の
資
格
を
お
持
ち
の
方
②
介

８
２
・
９
８
１
１
）
へ
。
ま
た
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（h

ttp
:/
/
w
w
w
.k
a
s
e
i

－
g
a
k
u
in
.a
c
.jp

）
か
ら
も
申
し
込

み
で
き
ま
す
。

●
桜
美
林
大
学
講
演
会
「
紛
争
後
の
地

に
今
何
が
�
〜
紛
争
の
再
発
防
止
と
兵

士
の
社
会
復
帰
〜
」

　

日
時
＝　

月
７
日
午
後
１
時　

分
〜

１１

３０

午
後
３
時　

分
（
午
後
１
時
開
場
）
／

３０

会
場
＝
同
大
学
／
講
師
＝
立
教
大
学
大

学
院
教
授
・
伊
勢
崎
賢
治
氏
、
同
大
学

教
授
・
加
藤
朗
氏
／
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
＝
同
大
学
助
教
授
・
牧
田
東
一
氏
／

□問
 

同
大
学
11
７
９
７
・
０
３
４
８

●
法
政
大
学
多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス
開
設　
２０

周
年
記
念
の
催
し

【
公
開
講
座
「
少
年
野
球
教
室
」
】

　

対
象
＝
市
内
少
年
野
球
チ
ー
ム
選
手

（
小
学
４
〜
６
年
生
）
／
日
時
＝　

月
１１

　

日
午
前　

時
〜
午
後
４
時
／
会
場
＝

２８

１０

同
大
学
多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス
／
講
師
＝
同

大
学
野
球
部
監
督
・
金
光
興
二
氏
ほ
か

／
定
員
＝
１
チ
ー
ム　

人
以
内
（
計
３

１０

０
０
人
程
度
）
／
申
し
込
み
＝　

月　
１１

１５

日
か
ら
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
参

加
申
込
書
を
配
布
し
ま
す
。
詳
細
は
平

日
の
午
前　

時
〜
午
後
４
時
に
同
大
学

１０

（
11
７
８
３
・
２
７
３
４
、
66
７
８
３

・
２
７
３
５
、
Ｅ
メ
ー
ルta

m
a
ta
i

@
h
o
s
e
i.a
c
.jp

）
へ
。

【
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
】

　

日
時
＝　

月
４
日
、
午
後
３
時　

分

１２

３０

開
演
（
予
定
）
／
会
場
＝
同
大
学
多
摩

キ
ャ
ン
パ
ス
／
出
演
＝
ジ
ャ
パ
ン
・
シ

ン
フ
ォ
ニ
ア
ほ
か
／
予
定
曲
目
＝
リ
ヒ

ャ
ル
ト
ワ
ー
グ
ナ
ー　

ジ
ー
ク
フ
リ
ー

ト
牧
歌
、
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン　

交
響
曲
第

９
番
ニ
短
調
「
合
唱
付
」
／
定
員
＝
８

０
０
組
１
６
０
０
人
（
抽
選
、
未
就
学

児
は
除
く
）
／
当
選
者
に
は　

月　

日

１１

２７

頃
ま
で
に
招
待
券
を
発
送
／
申
し
込
み

＝
ハ
ガ
キ
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
住
所
・
氏

名
（
ふ
り
が
な
）
・
電
話
番
号
を
明
記

し
、　

月　

日
ま
で
（
必
着
）
に
同
大

１１

２０

学
多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
係

（
〒　

－

０
２
９
８
、
1
７
８
３
・
２

１９４

０
４
１
、
6
７
８
３
・
２
０
４
３
）

へ
。
（
住
所
の
記
入
は
不
要
）

町田市スポーツレクリエーション祭
下表の日程で行います。なお、開会式は１１月２３日（祝）午前９時から総合体育館で行います。体育館履きをお持ちのうえおいで下さい。
※詳細は各大会要項を参照下さい。所定の申込用紙・大会要項は総合体育館にあります。□問 体育協会事務局11７２４・３４４０

申し込み方法費　用対　象・内　容日時・会場種　目

所定の用紙に必要事項を記入
し、１１月１２日まで（必着）に、
体育協会事務局へ。

１チーム
１０００円

（当日徴収）

市内在住、在勤の方　▽チームは４人で構成　▽ゴールドクラス＝
５０歳以上の男女混成４人でコート内には男性２人以下　▽シルバー
クラス＝４０歳以上と５０歳以上の男女各 1人がコート内にいること　
▽フリークラス＝年齢に関係なく男女各２人がコート内にいること
▽いずれのクラスも女性４人又は男性１人でも可。

１１月２３日
開会式

午前９時から
総合体育館

ソフトバレー
ボ ー ル

所定の用紙またはハガキに「スポレク・バ
ドミントン」と書き、住所・氏名・年齢・
電話番号・部別・経験年数を明記して、１１
月１５日まで（必着）に体育協会事務局へ。

１人２００円
（当日受付
で徴収）

市内在住の方　▽男子４０歳以上、女子３５歳以上　▽ 1人でも
参加できます　▽競技はダブルス個人戦です　▽部別男女と
も　1部…経験４年以上、２部…経験４年未満、初心者の部…
経験１年未満▽トーナメント戦またはリーグ戦

バドミントン

所定の用紙またはハガキに「スポレク
・卓球」と書き、参加者全員の住所・
氏名・電話番号を明記して、１１月１２日
まで（必着）に体育協会事務局へ。

１人５００円
（当日徴収）

市内在住、在勤の方。ラージボールの講習と親睦・交流試合
を行います。初心者でも参加できます。ラケットは用意しま
すが、お持ちの方は持参して下さい。

ラージボール
卓　　球

当日会場で受付。体験コーナーは午前９
時３０分～午後２時、射会コーナーは午前
１０時と午後１時の２回行います。体験・
射会共に都合の良い時間においで下さい。

１人１００円
（当日受付
で徴収）

市内在住、在勤、在学の中学生以上の方。①体験コーナー＝初め
ての方も体験できます。②射会コーナー＝一般・少年の各男女別
で、１８メートル、３０射、SB・BB・RC・CPで午前１０時、午後１
時の２回行います。①②共都合の良い時間に参加して下さい。

アーチェリー

受付は当日会場で午前９時３０
分からおこないます。
初心者の方は運動に適した服
装でおいで下さい。

１人５００円
（当日受付
で徴収）

市内在住、在勤、在学の方。
①四ツ矢２回　計８射（色的による得点制）②余興として金
的・白扇射落しあり。▽１部＝二段以下、初心者　２部＝三
段～四段　３部＝五段以上

１１月１４日
午前１０時
総合体育館

弓　　道

当日集合場所で受け付けま
す。

１人５００円
会員２００円
（当日徴収）

市内在住、在勤、在学の小学生以上及び会員。集合場所＝ JR横浜線
相原駅前。コース＝相原駅前～諏訪神社～アイス工房ラッテ～円林寺
～雨降山～大地沢青少年センター（昼食）～草戸山～峰の薬師～津久
井湖記念館～城山高校バス停前解散（午後４時頃）、全行程１６km

１１月１４日
午前９時集合ウォーキング

直接会場へおいで下さい。無料
市内在住、在勤、在学の１８歳以上の女子選手（高校生は１５歳
以上）及び連盟加盟チームの選手　▽試合方法は当日会場で
連絡します。雨天予備日１２月５日（小雨決行）

１１月２３日
午前９時から
忠生スポーツ広場

ソフト
ボール

所定の用紙に必要事項を記入
し、１１月２７日 ま で（必 着）に、
体育協会事務局へ。申し込み
方法は実施要項をご覧下さい。

１チーム
１０００円

（当日徴収）

ゲートボール愛好者、年齢・男女の別は問いません。チーム構成
は主将以下８人以内。競技は１コート４チームのリーグ戦とし各
チームとも３試合を行います。（イ）勝数（ロ）得失点差（ハ）
総得点により総合優勝チームを選出します。※予備日１２月９日

１２月８日
午前８時３０分から
木曽山崎スポーツ広場

ゲート
ボール

町
田
武
相
駅
伝

競

走

大

会

○
日
時　

２
０
０
５
年
１
月　

日（
日
）

３０

午
前
８
時　

分
受
付
（
雨
天
及
び
小
雪

３０

実
施
）

○
会
場　

陸
上
競
技
場

○
コ
ー
ス　

野
津
田
公
園
内
陸
上
競
技

場
付
属
周
回
コ
ー
ス
（
全
長　
　

、
中

２５
km

学
生　

・
５　

）

１５

km

○
種
別　

①
一
般
の
部
（
大
学
生
を
含

む
）
②
壮
年
の
部
③
高
校
の
部
（
以
上

男
女
混
成
で
も
可
）
④
一
般
女
子
の
部

⑤
高
校
女
子
の
部
⑥
壮
年
女
子
の
部　
４０

歳
以
上
⑦
中
学
男
子
の
部
⑧
同
女
子
の

部○
チ
ー
ム
編
成　

正
選
手
５
人
補
欠
２

人
以
内
、
壮
年
の
部
は
大
会
当
日
の
満

年
齢
で
、
１
区
・
５
区
は　

歳
以
上
、
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★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　多摩丘陵病院
　　　（下小山田町１４９１　11０４２・７９７・１５１１）

□移動図書館車「そよかぜ号」
３時１０分：朝日公園

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）１１／

１
月

○京王閣競輪開催（～３日　○問 東京都十一市
競輪事業組合11０４２４・８９・１３１１）

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　町谷原病院　（小川１５２３　11０４２・７９５・１６６８）
□移動図書館車「そよかぜ号」
１０時３０分：藤の台バスターミナル横、東玉川学

園１丁目児童公園
２時　　：成瀬台公園、柄沢公園
３時１０分：美岳公園、成瀬会館、矢部八幡

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）
○国の行政相談〈国の行政機関・公団・ＮＴＴ・ＪＲなど
に関する意見や要望について〉（１時３０分～４時　市民
相談室　予約不要）
○心の悩みごと相談（１０時～３時　社会福祉協議会　電話
相談も受け付け＝11７２２・４２６５）
○痴ほう性老人相談（１時３０分～３時３０分　町田市福祉サ
ービス協会　電話予約制＝11７２８・９０６７）

○労働相談（９時３０分～４時３０分　東京都労働相談情報セ
ンター八王子事務所出張相談　森野分庁舎３階　電話相
談可＝11７２６・１３９４〈月～金〉）

２
火□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」

“薬師台・金井・緑山線”“藤の台・木曽
線”

★救急病院（午前９時～翌朝９時）
　

△

内科系　町谷原病院　（11０４２・７９５・１６６８）
　

△

外科系　多摩丘陵病院
　　　　　　　　　　　（11０４２・７９７・１５１１）

　　　　　　おか脳神経外科
　　　　　　　　　　　（11０４２・７９８・７３３７）
★休日歯科応急診療所＝健康福祉会館内
（午前９時～午後５時　受け付けは４時まで、事
前に電話で連絡を＝11０４２・７２５・５４１４）
★休日耳鼻咽喉科急患診療（午前９時～午後５時）
　はぎの耳鼻咽喉科
　　（玉川学園７－１－６　11０４２・７２８・８７３７）

★当番医（午前９時～午後５時）

▽森内小児科内科○小 ○内 
　　　　　　　　（南成瀬５－１－７　11７２２・３５０７）

▽小田桐医院○内 　　（中町１－３－２０　11７２２・３１７２）

▽小野寺クリニック○内 
　　　　　　　　　（本町田４３９４－９　11７３２・５６０５）

▽やもりこどもクリニック○小 
　　　　　　　　（真光寺２－３７－１１　11７３７・３６７５）

▽小出クリニック○内 ○小 
　　　　　　　　　（木曽町４６７－１８　11７２１・２９１８）

３
水

○江戸川競艇開催（～８日　○問 東京都六市競
艇事業組合11０３・３６５６・０６４１）

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　つくし野外科胃腸科
　　（つくし野３－４－８　11０４２・７９５・５８２１）

□移動図書館車「そよかぜ号」
２時　　：南町田スカイハイツ前、市立博物館

前、常盤団地
３時１０分：鶴間公園、ゆうき山公園、馬場児童

公園前

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）
○登記相談〈不動産や会社登記など登記全般について〉
（１時３０分～４時　市民相談室　電話予約制＝11７２４・
２１０２）
○母性保健・母乳育児相談（１０時～正午、１時～３時　健
康福祉会館　助産師による相談　妊娠の計画に関する相
談可　乳房マッサージ要予約　電話相談も受け付け 
＝11７２５・５４１９）

４
木

☆市民ホールギャラリー（～７日　第１５回エ
マの会　○問 エマの会11０４６・２２１・８０４１）

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“つくし野・鶴間線”“市役所・森野線”

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　あけぼの病院　
　　　　（中町１－１１－１１　11０４２・７２８・１１１１）

□移動図書館車「そよかぜ号」
１０時３０分：木曽学童保育クラブ前、小山観音谷

戸
２時　　：小山田桜台
２時１０分：忠生市営住宅隣接空地
３時１０分：シーアイハイツ町田、都営八幡平ア

パート

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）
○人権身の上相談〈人権侵害などの問題について〉（１時３０
分～４時　市民相談室　電話予約制＝11７２４・２１０２）

○心配ごと相談（１０時～３時　せりがや会館　電話相談も
受け付け＝11７２９・５０７０）５

金
◎定例教育委員会（午前１０時～　森野分庁舎
○問 教育委員会教育総務課11７２４・２１７２）

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“バスセンター・境川公社住宅線”

★救急当番医（内科系　午後１時～翌朝８時）
　町田病院　（木曽町１１２１　11０４２・７８９・０５０２）６

土

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“玉川学園・本町田線”“小山・相原線”

★救急病院（午前９時～翌朝９時）
　

△

内科系　鶴川サナトリウム病院
　　　　　　　　　　　　（11０４２・７３５・２２２２）
　

△

外科系　町田病院　　（11０４２・７８９・０５０２）
　　　　　　町田市民病院
　　　　　　　　　　　（11０４２・７２２・２２３０）
★休日歯科応急診療所＝健康福祉会館内
（午前９時～午後５時　受け付けは４時まで、事
前に電話で連絡を＝11０４２・７２５・５４１４）
★休日耳鼻咽喉科急患診療（午前９時～午後５時）
　平松耳鼻咽喉科医院
　　　　（能ヶ谷町１９１　11０４２・７３５・２２８５）

★当番医（午前９時～午後５時）

▽こばやし医院○内 ○小 （金森１－２６－１５　11７２６・３４３１）

▽石場こどもクリニック○小 
　　　　　　　　　（旭町１－１５－２１　11７１０・１３２２）

▽たまがわ医院○内 ○小 
　　　　　　　（玉川学園４－１５－１５　11７２０・３８８８）

▽富医院○内 　　　　　　（大蔵町１０９　11７３５・５６５５）

▽泰生医院○内 ○小 　　（小山町２４７０－５　11７９７・７４２３）
７
日

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“図師・桜台線”“バスセンター・境川公
社住宅線”

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　多摩丘陵病院
　　　（下小山田町１４９１　11０４２・７９７・１５１１）

□移動図書館車「そよかぜ号」
２時　　：笹子第二児童公園
３時１０分：金井関山公園○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）

８
月

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　町谷原病院　（小川１５２３　11０４２・７９５・１６６８）
□移動図書館車「そよかぜ号」
１０時２０分：小山白山公園
１０時３０分：境川団地市場前、高ケ坂団地
２時　　：総合体育館駐車場入口、つくし野セ

ントラルパーク、小山田会館
３時１０分：天神原公園、つくし野藤児童公園、

谷戸クラブ

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）
○少年相談〈子どもの非行・いじめなどについて〉（９時
～４時　市民相談室　事前に八王子少年センターへ電話
で予約＝11０４２６・４２・１６７７）
○不動産相談〈不動産取引全般について〉（１時３０分～４
時　市民相談室　電話予約制＝11７２４・２１０２）

○心の悩みごと相談（１０時～３時　社会福祉協議会　電話
相談も受け付け＝11７２２・４２６５）
○労働相談（９時３０分～４時３０分　東京都労働相談情報セ
ンター八王子事務所出張相談　森野分庁舎３階　電話相
談可＝11７２６・１３９４〈月～金〉）

９
火

☆国際版画美術館市民展示室（～１４日　グル
ープ版展　○問 大津11７２７・７４６６）

☆市民ホールギャラリー（～１４日　第１５回キ
ャッツアイ写真展　○問 グループキャッツア
イ11７３５・０７３３）
□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“薬師台・金井・緑山線”“藤の台・木曽
線”

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　町田市民病院
　　　　（旭町２－１５－４１　11０４２・７２２・２２３０）

□移動図書館車「そよかぜ号」
１０時３０分：成瀬熊ヶ谷戸公園、町田荘
２時　　：下三輪妙福寺、三輪第一住宅前、小

山市民センター横
３時１０分：鶴川イトーピア、田端広場
３時２０分：鶴川区画整理事務所前

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）
○交通事故相談〈交通事故に関する様々な問題について〉
（１時３０分～４時　市民相談室　電話予約制＝11７２４・
２１０２）１０

水
☆市民ホールギャラリー（～１４日　第９回合
同書道展＜龍墨会・仙墨会・龍硯会　○問 龍
硯会11７９６・１６７４）
□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“バスセンター・境川公社住宅線”

当番医や催しを電話でご案内�

テレホンガイド町田市�テレホンガイド町田市�テレホンガイド町田市�
0120・042786��

フリーダイヤル�
７：００ＡＭ～１１：００ＰＭ�
年中 無 休 �

ＮＴＴのオペレーターがお答えします�

マナーを守って�

ペットを飼いましょう�

救急当番医などのお問い合わせ�

医師会テレホンサービス1７３９・０６６０�

http://www.machida.tokyo.med.or.jp

医　師　会　ホ　ー　ム　ペ　ー　ジ�

電話相談「心の友」�
1724・5682
月～木曜日、午前10時～午後1時�

法律相談は電話予約制です�

市民相談室1724-2102

金曜日の午前８時３０分から�
�次週分の予約を受け付けます。�

�

毎日実施しています�

1710・0927

診療時間＝午後７時～１０時（受付は午後９時３０分まで）�

※受診する場合は必ず電話でご連絡下さい�
午後６時から電話をお受けしています�

□健康課1725・5471問�

町田市準夜急患こどもクリニック�

二次救急医療（入院を必要とする救急医�
療）に毎日２４時間対応します。※受診す�
る場合は必ず電話でご連絡下さい�
【内科系・外科系】�
　　・多摩丘陵病院　　　　７９７・１５１１�
　　・町谷原病院　　　　　７９５・１６６８�
【内科系のみ】�
　　・町田病院　　　　　　７８９・０５０２�
【外科系のみ】�
　　・おか脳神経外科　　　７９８・７３３７�
【内科系・外科系・小児科】�
　　・町田市民病院　　　　７２２・２２３０�

市 民�

消費生活相談1722・0001

消費生活センター（市民フォーラム内）�

月～金曜日 午前9時～正午、午後1時～4時�

　
　

月
４
日
〜　

日
は
人
権
週
間
で

１２

１０

す
。
人
権
が
尊
重
さ
れ
差
別
の
な
い
明

る
い
社
会
を
つ
く
る
に
は
、
一
人
ひ
と

り
が
人
権
を
正
し
く
理
解
し
、
行
動
し

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
市
で
は
人

権
週
間
を
記
念
し
て
「
講
演
と
映
画
の

集
い
」
を
開
催
し
ま
す
。

○
日
時　
　

月
４
日
（
土
）
午
後
１
時

１２

〜
４
時

○
会
場　

町
田
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

○
内
容
・
講
師　

講
演
「
障
が
い
者
の

人
権
〜
身
体
障
害
者
補
助
犬
法
の
意
義

〜
」
＝
東
京
経
済
大
学
名
誉
教
授
・
竹

前
栄
治
氏
／
人
権
啓
発
映
画
「
美
し
い

メ
ッ
セ
ー
ジ
」

○
定
員　

１
８
８
人
（
抽
選
）

○
申
し
込
み　

往
復
ハ
ガ
キ
（
１
枚
３

人
ま
で
）
に
「
講
演
と
映
画
の
集
い
参

加
希
望
」
と
書
き
、
住
所
・
氏
名
・
電

話
番
号
・
入
場
希
望
者
数
を
記
入
し
、

返
信
用
に
も
あ
て
先
を
明
記
し
て　

月
１１

　

日
ま
で
（
必
着
）
に
福
祉
総
務
課

２６（
〒　

－

８
５
２
０
、
中
町
１－

　

－

１９４

２０

　

、
11
７
２
４
・
２
１
３
３
6
７
２
４

２３・
１
１
８
７
）
へ
。

※
車
い
す
使
用
者
等
介
護
者
が
付
き
添

う
場
合
に
は
介
助
者
人
数
を
明
記
し
て

下
さ
い
。

※
こ
の
催
し
は
手
話
通
訳
・
字
幕
で
も

ご
案
内
し
ま
す
。


